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専
務
理
事
〉

嬉
し
い
馴
年

皆
さ
ん
有
難
う
Ⅲ

妹
尾
美
智
子
〈
神
戸
市
婦
人
団
：
議
会

私
の
意
見

に
幸
せ
に
な
る
世
の
中
に
な
る
た
め
に
」
弛
詑

ま
い
活
動
を
続
け
ま
し
た
。
活
動
の
基
盤
を

あ
く
ま
で
神
戸
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お

き
、
女
性
の
質
的
な
地
位
の
向
上
を
目
標
に

し
て
い
ま
す
．
詔
年
も
続
い
て
い
る
「
婦
人
１
１

市
政
懇
談
会
」
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
は
市
民

と
行
政
の
両
輪
活
動
で
育
つ
こ
と
の
大
切
さ
ｉ
ｉ

を
学
び
ま
し
た
。
８
億
円
を
集
め
た
「
市
債

購
入
運
動
」
、
消
費
者
・
企
業
・
行
政
の
三
者

に
よ
る
全
国
規
模
の
「
消
費
者
問
題
神
戸
会

議
」
も
今
年
で
型
年
目
を
迎
え
ま
す
。
あ
の

震
災
の
時
に
は
、
地
道
な
救
援
活
動
を
地
域

で
進
め
て
い
き
ま
し
た
。
婦
人
団
体
の
よ
う

な
地
域
組
織
は
、
平
素
は
必
要
を
感
じ
な
く

て
も
、
い
ざ
と
い
う
時
に
は
、
地
域
の
大
き

な
力
に
な
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

即
年
の
道
の
り
の
中
で
は
、
数
回
の
大
き

な
危
機
も
あ
り
ま
し
た
が
、
み
ん
な
の
力
で

乗
り
こ
え
ま
し
た
。
い
つ
潰
さ
れ
る
か
、
潰

れ
る
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
危
機
感
が
絶
え

ず
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
印
年
を
支
え
る
目

に
見
え
な
い
力
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
活
動
は
「
学
ぶ
」
こ
と
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
豊
か
に
楽
し
み
、
果
敢
に
行
動
す

る
団
体
で
す
。
新
し
い
時
代
に
向
け
て
、
地

か
が
醤

域
に
妬
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
輝
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
帥
年
と
い
う
大
樹
、
こ
れ
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
と
い
う
若
木
を
接
木
し
て
、
新
し
い
時
代

の
神
戸
の
ま
ち
づ
く
り
の
地
域
組
織
に
育
て

た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
私
た
ち
の
婦
人
団
体
は
、
創
立
卵
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
「
嬉
し
い
卵
年
、
皆
さ
ん

有
難
う
Ⅱ
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
掲
げ
て
、

６
月
７
日
に
は
市
立
中
央
体
育
館
前
に
「
希

望
と
夢
」
と
い
う
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
調
の
日
時

計
に
、
新
谷
篭
紀
先
生
に
よ
る
少
年
・
少
女

の
像
を
そ
え
、
そ
の
周
り
を
バ
ラ
園
で
囲
ん

だ
公
園
を
神
戸
市
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
そ
し

て
６
月
８
日
に
は
、
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
で
式

典
と
い
う
よ
り
、
石
井
好
子
さ
ん
、
井
上
和

世
さ
ん
の
リ
サ
イ
タ
ル
の
よ
う
な
お
祝
い
の

会
を
。
６
月
Ⅳ
日
に
は
、
団
体
の
中
で
い
ち

ば
ん
ご
苦
労
を
か
け
て
い
る
中
堅
リ
ー
ダ
ー

の
皆
さ
ん
を
、
文
化
ホ
ー
ル
で
の
演
劇
鑑
賞

に
ご
招
待
し
て
、
３
部
か
ら
な
る
お
祝
い
の

催
し
を
終
え
ま
し
た
。

私
た
ち
の
婦
人
団
体
は
、
昭
和
妬
年
に
公

選
に
よ
る
教
育
委
員
の
小
泉
ハ
ッ
セ
さ
ん
を

初
代
の
会
長
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
．
厳
し

す
ぎ
る
と
言
わ
れ
る
選
挙
規
則
に
よ
っ
て
毎

年
の
総
会
で
選
出
さ
れ
る
会
長
の
中
で
、
こ

の
卵
年
の
大
半
を
リ
ー
ド
さ
れ
た
、
土
井
芳

子
さ
ん
（
現
名
誉
会
長
）
の
手
腕
を
私
た
ち

は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
先
日
亡
く
な
ら
れ
た

皇
太
后
に
そ
っ
く
り
と
言
わ
れ
る
、
や
さ
し

い
笑
顔
と
思
い
や
り
の
深
い
お
人
柄
に
「
神

戸
の
お
母
さ
ん
」
と
皆
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ

て
下
さ
い
ま
し
た
。
土
井
芳
子
さ
ん
の
信
念

は
、
た
だ
一
つ
「
女
の
幸
せ
を
求
め
て
」
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
私
た
ち
は
「
女
が
本
当
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昨
年
、
千
葉
県
や
神
奈
川
県
の
児
童
養
護

施
設
に
入
所
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
対
し

て
、
施
設
内
で
繰
り
返
し
体
罰
や
虐
待
が
行

わ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
が
明
る
み
に
な
っ

た
。
行
政
機
関
が
定
期
的
に
監
査
を
し
て
い

た
が
虐
待
の
事
実
は
つ
か
め
ず
に
い
た
と
こ

ろ
、
入
所
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
自
身
が
外

へ
訴
え
出
て
世
間
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

児
童
養
誰
施
設
と
い
う
の
は
、
親
の
行
方

不
明
、
離
婚
、
入
院
、
就
労
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
事
情
で
親
と
一
緒
に
暮
ら
せ
な
い
二
才
か

ら
十
八
才
の
年
齢
の
子
ど
も
た
ち
が
暮
ら
し

て
い
る
施
設
で
あ
り
、
全
国
の
五
百
数
十
か

所
の
施
設
に
約
二
万
六
千
人
の
子
ど
も
た
ち

が
入
所
し
て
い
る
。
家
族
と
離
れ
た
子
ど
も

た
ち
が
他
に
生
活
す
る
場
所
が
な
く
て
、
最

後
に
た
ど
り
つ
い
た
所
が
こ
れ
ら
の
施
設
と

い
っ
て
も
い
い
。
そ
の
生
活
の
拠
り
所
と
す

る
場
所
で
常
時
体
罰
や
虐
待
が
行
わ
れ
、
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
な
い
と
な
る
と
、
こ

ん
な
悲
し
く
辛
い
こ
と
は
な
い
。

老
人
ホ
ー
ム
や
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
も

つ
人
た
ち
の
施
設
は
地
域
に
開
か
れ
た
経
営

や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
化
な
ど
新
し
い
試
み
を

橋
本

F電斉

5８
子育て支援規準等についてのホームページができました。

-度ごらんください。http://www､hyogo-kids.g『.jp/html/top､html

畑
台
人
を
潟
時
社
の
醒
御
に

行
っ
て
い
る
が
、
児
童
養
護
施
設
の
中
に
は

社
会
の
ニ
ー
ズ
や
変
化
に
つ
い
て
行
け
ず
旧

態
依
然
と
し
た
施
設
も
存
在
す
る
。
そ
れ
は

入
所
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
大
人
と
違
っ

て
声
を
出
せ
な
い
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
の
存
在
や
施
設

の
存
在
に
無
関
心
で
あ
っ
た
私
た
ち
市
民
に

は
、
虐
待
を
行
っ
て
い
た
施
設
を
批
判
す
る

資
格
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

児
童
養
誰
施
設
の
存
在
が
今
問
わ
れ
て
い

る
時
、
兵
庫
県
内
の
十
四
の
児
童
養
護
施
設

で
つ
く
る
「
兵
庫
県
児
童
養
護
連
絡
協
議
会
」

は
自
ら
子
ど
も
た
ち
の
権
利
を
守
り
、
施
設

で
の
よ
り
よ
い
暮
ら
し
を
め
ざ
す
た
め
の
共

通
の
規
準
づ
く
り
を
は
じ
め
、
四
月
に
「
今
、

子
ど
も
た
ち
と
」
と
い
う
子
育
て
支
援
規
準

を
作
っ
て
制
定
し
た
。
四
月
に
協
定
書
に
基

づ
い
て
十
四
の
施
設
が
協
定
を
結
び
、
六
月

に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
が
独
自
の
子
育
て
支

援
規
準
を
作
成
し
て
調
印
し
た
。
規
準
は

「
子
育
て
の
理
念
」
に
始
ま
り
「
子
ど
も
た
ち

の
権
利
の
保
障
」
「
子
ど
も
た
ち
の
成
長
・
発

達
の
支
援
」
「
子
ど
も
た
ち
の
自
立
支
援
」

「
家
庭
や
地
域
の
子
育
て
支
援
」
「
子
ど
も
の

〈 〉3０１

1崖盆量！

ｅ’

る
第
三
者
機
関
を
設

置
し
、
規
準
が
そ
れ

ぞ
れ
の
施
設
で
守
ら

れ
て
い
る
か
ど
う
か

を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
規

準
が
守
ら
れ
て
い
な

い
場
合
は
調
査
や
助

言
、
指
導
を
す
る
。

そ
れ
で
も
改
善
が
み

ら
れ
な
い
場
合
に
は

施
設
名
を
公
表
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

今
後
の
課
題
と
し

て
は
、
入
所
中
の
子

ど
も
た
ち
や
そ
の
保

謹
者
が
、
自
分
た
ち

福
祉
向
上
と
推
進
」
「
情
報
の
公
開
、
苦
情
解

決
」
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
書
か

れ
て
い
る
。

こ
の
規
準
が
単
な
る
憲
章
や
絵
に
描
い
た

餅
に
終
わ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
学

識
者
、
弁
護
士
、
医
師
、
住
民
、
行
政
関
係

者
な
ど
十
二
人
に
よ

。
一
言
函
言
妻
三
三
三
七
○
『
三
ｍ
一
・
コ
の
．
｝
豆
’
四
一
コ
ｇ
の

且』型

’古ｺｧｲﾙ唖飛吊叩ａ蛎吟入りら
圃一＝ ＝P川雪;眉ｍＨ１ＩｕＴｄ

願
促
進
協
会
の

／、

施
設
の
子
ど
も
た
ち
の
暮
ら
し
を

よ
り
よ
く
す
る
た
め
の
規
準
が
で
き
ま
し
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 寵

蝿
唖
鑑
評
癖
窪
需
霊
〉

兵庫県児童養護連絡協議会
晶唾哩届同冒FF1A囚の樺基金

…
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善照学園

東光園

隔磨同仁学碇

広畑学園
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が
不
利
益
を
こ
う
む
っ
た
り
、
権
利
が
侵

害
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
時
に
果
た
し
て
声

を
出
し
て
苦
情
を
訴
え
た
り
で
き
る
環
境
が

整
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
第
三
者
機
関
が
ど

の
よ
う
に
し
て
規
準
が
守
ら
れ
て
い
る
か
ど

う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
の
か
、
苦
情
に
ど

こ
が
ど
の
よ
う
に
対
応
で
き
る
の
か
等
、
難

し
い
問
題
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
し
か
し
、
何

事
も
ま
ず
一
歩
を
踏
み
出
さ
な
い
と
前
へ
は

進
ま
な
い
。
兵
庫
県
の
こ
の
第
一
歩
が
、
日

本
の
児
童
養
誰
施
設
の
改
革
の
第
一
歩
に
な

っ
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。
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⑳
選
考
委
員

伊
勢
田
史
郎

安
水
稔
和

鈴
木
漠

井

戦
後
、
日
本
の
復
興
と
繁
栄
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
三
洋

電
機
株
式
会
社
の
創
設
者
、
故
井
植
歳
男
氏
の
遺
志
に
よ
り
、

昭
和
翌
年
ｎ
月
に
「
財
団
法
人
井
植
記
念
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
同
会
は
、
兵
庫
県
在
住
、
ま
た
は
ゆ
か
り
の
あ
る
個
人
、

あ
る
い
は
団
体
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
目
覚
ま
し
い
活
躍
を

さ
れ
た
り
、
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
方
（
団
体
）
の
功
績
を
讃
え
、

第
創
回
／
２
０
０
０
年
度
受
賞
者
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主
催
・
財
団
法
人
井
植
記
念
会

〃

⑳
選
考
委
員

小
笠
原
暁

小
室
豊
允

林
五
和
夫

、
選
考
委
員

新
野
幸
次
郎

宇
都
宮
浩

住
野
和
子

⑥
選
考
委
員

石
山
靖
男

森
脇
俊
道

相
薗
泰
生

山
村
博
平

地
域
社
会
の
よ
り
い
っ
そ
う
の
発
展
に
寄
与
し
た
い
と
、
昭
和

盟
年
に
「
井
植
文
化
賞
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

第
塑
回
の
今
年
の
６
部
門
の
受
賞
者
は
、
選
考
の
結
果
、
次

の
と
お
り
に
決
定
し
ま
し
た
。
受
賞
者
に
は
ラ
イ
オ
ン
の
ブ
ロ

ン
ズ
像
と
、
副
賞
と
し
て
賞
金
（
個
人
釦
万
円
、
団
体
釦
万
円
）

が
贈
ら
れ
ま
す
。

画
報
道
出
版
部
門

神
一
画
新
闘
読

〈
神
戸
新
聞
社
論
説
委
員
長
・
上
羽
慶
市
〉

企
画
蓮
坦
天
電
箆
雨
昭
ざ
』
い
ら
れ
な
い
」

〈
神
戸
新
聞
社
編
集
局
長
・
前
川
昌
夫
〉

■
文
化
芸
術
部
門

時
里
二
郎

■
社
会
福
祉
部
門

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
観
盟
云

〈
代
表
廉
田
俊
二
〉

〈
詩
人
〉

●
Ｑ
●
●
●
。
●
●
。
●
●
■
●
●
●
①
。
■
●
●
●
●
●
。
。
■
ロ
ロ
白
色
①
。
●
■
。
●
●
●
。
●
●
●
●
。
■
⑨
●
●
●
●
■
。
●
■
⑤
●
●
●
●
■
●
●
●
。
●
●
回
②
●
●
●
●

（
順
不
同
）

⑲
選
考
委
員

山
口
一
史

原
口
洋
一

上
羽
慶
市

⑮
選
考
委
員

野
上
文
夫

橋
本
明

中
元
孝
辿

●
●
●
●
●
。
■
●
●
９
９
●
台
■
●
③
ａ
■
●
。
●
。
●
⑤
■
●
●
Ｐ
。
●
⑪
。
■
●
⑤
●
○
包
り
●
。
●
●
●
■
■
●
、
②
●
回
●
。
●
。
。
●
■
。
●
、
●
●
Ｃ
Ｄ
●
●
●
●
●
。
■

■
●
■
●
■
Ｂ
巳
■
●
○
回
。
●
■
ｅ
⑤
ｃ
Ｇ
Ｇ
ａ
回
■
●
●
●
■
●
●
■
⑤
●
②
●
●
●
●
○
、
●
●
●
●
●
●
④
●
●
④
。
●
■
●
●
＠
回
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
。
●
■
●
●
句
●

■
科
学
技
術
部
門

春
日
雅
人

〈
神
戸
大
学
医
学
部
教
授
〉

■
地
域
活
動
部
門

武
田
清
市

〈
淡
路
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
長
〉

横
谷
温
子

〈
兵
庫
県
連
合
婦
人
会
副
会
長
〉

〈
㈱
千
趣
会
代
表
取
締
役
〉

■
国
際
交
流
部
門

高
井
恒
昌
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③
選
考
委
員

伊
勢
田
史
郎

〈
詩
人
〉

安
水
稔
和

〈
詩
人
〉

鈴
木
漠

〈
詩
人
〉

証Ｉ

光
る
こ
と
ば
で
構
築
す
る
詩
的
宇
宙

時
里
一
一
郎

第
別
回

～
文
化
芸
術
部
門
～井
植

■
選
考
経
過

文
化
芸
術
部
門
は
、
美
術
・
音
楽
・
文
学
の
三
分
野
を
毎

年
交
替
制
で
選
考
し
て
お
り
、
今
年
は
文
学
部
門
か
ら
、
六

年
ぶ
り
に
詩
人
を
対
象
と
し
た
選
考
が
行
わ
れ
た
。

選
考
に
あ
た
っ
て
い
ち
ば
ん
重
要
視
さ
れ
た
の
は
、
全
国

に
向
け
て
文
化
発
信
で
き
る
レ
ベ
ル
の
詩
人
を
選
ぶ
こ
と
だ

っ
た
。
候
補
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
は
、
以
倉
紘
平
、
季
村

敏
夫
、
福
井
久
子
、
時
里
二
郎
の
四
名
．
い
ず
れ
劣
ら
ぬ
活

躍
ぶ
り
に
選
考
は
難
航
し
た
が
、
最
終
的
に
は
福
井
久
子
と

時
里
二
郎
が
残
っ
た
。

福
井
久
子
は
長
年
に
わ
た
る
詩
作
活
動
と
と
も
に
、
昨
年

英
文
学
の
分
野
で
も
『
Ｅ
・
パ
ウ
ン
ド
と
Ｔ
・
Ｓ
・
エ
リ
ォ

ッ
ト
ー
ｌ
技
法
と
神
秘
主
義
』
を
発
表
す
る
な
ど
独
自
の
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
を
も
っ
て
い
る
点
が
評
価
さ
れ
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
時
里
二
郎
の
「
ジ
パ
ン
グ
』
そ
の
他
の
作
品
に
お
け

る
秘
密
な
文
体
と
語
菜
の
豊
か
さ
、
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

の
卓
抜
さ
は
、
兵
庫
県
を
代
表
す
る
詩
人
と
し
て
今
後
の
現

代
詩
の
分
野
に
実
り
を
も
た
ら
す
も
の
と
、
授
賞
を
決
定
し

た
。

文
化
賞

処女作を除く4詩集

ご
本
業
は
県
立
高
校
の
国
語
教
師
だ
が
、
多
分
か
つ

し
ゅ
』
２
ゅ
う

て
は
、
純
真
寡
黙
な
蒐
集
好
き
の
理
科
少
年
で
も
あ
っ

た
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
時
里
二
郎
さ
ん
の
印
象
だ
。
詩

集
『
ジ
パ
ン
グ
」
そ
の
他
の
、
散
文
詩
形
で
書
か
れ
る

ち
ゅ
う
み
つ

作
品
の
澗
密
な
文
体
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
た
と
え
ば

そ
の
語
棄
の
豊
か
さ
。
百
葉
箱
、
標
本
、
崖
と
い
っ
た

硬
質
に
光
る
言
葉
や
天
文
用
語
な
ど
が
随
所
に
顔
を
見

せ
る
。
ご
本
人
に
確
か
め
た
わ
け
で
は
な
い
が
昆
虫
採

集
は
今
も
継
続
す
る
趣
味
と
聞
い
た
。
作
品
の
、
ス
ト

ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
の
卓
抜
さ
は
、
「
播
磨
風
土
記
」
「
明

月
記
一
「
今
昔
物
語
」
あ
る
い
は
「
史
記
」
「
叩
斎
志
異
色

な
ど
東
西
の
古
典
を
広
く
渉
猟
す
る
中
か
ら
、
お
の
ず

と
身
に
つ
い
た
も
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
も
ま
た
言
葉
の
蒐

集
好
き
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
か
も
知

れ
な
い
．
ど
の
同
人
誌
に
も
グ
ル
ー
プ
に
も
属
さ
ず
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
う
わ
け
で
も
な
か
っ
た
が
、
こ
れ

ま
で
文
芸
賞
受
賞
に
は
恵
ま
れ
、
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
、

富
田
砕
花
賞
、
晩
翠
賞
と
連
続
し
て
の
受
賞
（
も
し
か

す
る
と
賞
の
蒐
集
？
）
は
、
お
見
事
と
い
う
ほ
か
な
い
。

〈
鈴
木
漠
〉

ロ

層

、
受
賞
者
メ
モ
リ
ア
ル

河
口
龍
夫
〈
現
代
美
術
〉

山
田
幸
平
〈
作
家
〉

横
井
和
子
〈
ピ
ア
ニ
ス
ト
〉

荒
木
高
子
〈
陶
芸
家
〉

多
田
智
満
子
〈
詩
人
〉

田
原
富
子
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
〉

昇
外
義
〈
画
家
〉

安
水
稔
和
〈
詩
人
〉

延
原
武
春
〈
指
揮
者
〉

山
沢
栄
子
〈
写
真
家
〉

神
戸
灘
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

青
木
は
る
み
〈
詩
人
〉

０９８７６５４３２

今
竹
七
郎
〈
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
〉

菅
沼
潤
〈
演
出
家
〉

宇
江
敏
勝
〈
作
家
〉

光
安
義
光
〈
建
築
家
〉

大
前
哲
（
作
曲
家
〉

鈴
木
漠
〈
詩
人
〉

嶋
本
昭
三
〈
前
衛
美
術
〉

甲
南
高
等
学
校
貴
志
康
一
記
念
室

佐
伯
敏
光
〈
作
家
〉

植
松
圭
二
〈
彫
刻
家
〉

鈴
木
雅
明
〈
指
揮
者
〉

2３２２２１２０１９．１８１７１６１５．１４１３
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、
選
考
委
員

石
山
靖
男

轟
戸
新
聞
社
常
務
取
締
役
〉

森
脇
俊
道

〈
神
戸
大
学
工
学
部
長
〉

相
薗
泰
生

轟
戸
大
学
農
学
部
長
〉

山
村
博
平

〈
控
戸
大
学
医
学
部
長
〉

暦
ロ

田
中
千
賀
子
〈
薬
理
学
〉

安
田
武
司
〈
熱
帯
有
用
植
物
学
〉

厩
畑
和
志
〈
整
形
外
科
学
〉

神
鳥
安
啓
〈
応
用
化
学
〉

加
藤
征
史
郎
〈
生
殖
生
物
学
〉

天
津
睦
雄
〈
耳
鼻
咽
喉
学
〉

山
本
恵
一
〈
電
子
工
学
〉

嵐
山
滋
志
〈
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
〉

水
野
耕
作
（
整
形
外
科
学
〉

森
脇
俊
道
（
精
密
工
学
〉

上
坪
宏
道
〈
加
速
器
物
理
〉

糖
尿
病
治
療
に
多
大
な
貢
献

春
口
郷
雅
人

八
十
年
前
に
発
見
さ
れ
た
小
さ
な
タ
ン
パ
ク
質
で
あ

る
イ
ン
ス
リ
ン
は
、
そ
れ
ま
で
糖
尿
病
性
昏
睡
で
死
亡

し
て
い
た
多
く
の
患
者
の
命
を
劇
的
に
救
っ
た
。
以
後
、

こ
の
イ
ン
ス
リ
ン
が
い
か
に
し
て
血
中
の
糖
を
低
下
さ

せ
る
か
と
い
う
命
題
は
世
界
中
の
医
学
研
究
者
の
最
大

蕊
回
井
植
文
化
賞

～
科
学
技
術
部
門
～

桜
井
春
輔
〈
岩
盤
力
学
〉

杉
山
武
敏
〈
遺
伝
子
学
〉

土
田
広
信
〈
農
芸
化
学
〉

嶋
田
勝
次
〈
都
市
計
画
・
建
築
学
〉

沢
村
誠
志
〈
障
害
者
の
社
会
復
帰
〉

安
藤
四
一
〈
音
響
の
研
究
〉

辻
荘
一
〈
家
畜
育
種
学
〉

西
塚
泰
美
〈
生
理
学
〉

中
岡
睦
雄
〈
パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
〉

清
水
晃
〈
微
生
物
生
態
学
〉

岡
田
安
弘
〈
脳
機
能
生
理
学
〉

賀
谷
伸
幸
〈
計
測
工
学
〉

層

一み～堅空

の
目
標
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
き
た
。

春
日
博
士
は
イ
ン
ス
リ
ン
の
細
胞
内
情
報
伝
達
の

〃
入
口
〃
で
あ
る
イ
ン
ス
リ
ン
受
容
体
自
身
に
タ
ン
パ

ク
質
チ
ロ
シ
ン
残
基
燐
酸
化
酵
素
活
性
が
内
在
し
、
そ

れ
が
イ
ン
ス
リ
ン
依
存
性
に
活
性
化
さ
れ
る
こ
と
を
米

国
留
学
中
に
世
界
で
初
め
て
明
ら
か
に

し
た
。
さ
ら
に
帰
国
後
、
イ
ン
ス
リ
ン

受
容
体
以
後
の
細
胞
内
情
報
伝
達
の
研

究
を
独
自
に
発
展
さ
せ
、
次
々
と
重
要

な
発
見
を
さ
れ
、
常
に
世
界
の
先
頭
に

立
っ
て
複
雑
な
イ
ン
ス
リ
ン
の
細
胞
内

情
報
伝
達
機
構
を
解
明
し
て
き
た
。

春
日
博
士
の
研
究
は
、
他
の
多
数
の

重
要
な
増
殖
因
子
や
ホ
ル
モ
ン
の
細
胞

内
情
報
伝
達
機
構
の
解
明
に
大
き
な
イ

ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
の
み
な
ら
ず
、
糖

尿
病
の
発
症
機
構
の
解
明
や
新
し
い
糖

尿
病
治
療
薬
の
開
発
に
多
大
な
貢
献
を

し
て
い
る
。
〈
山
村
博
平
〉

2３２２２１２０１９１８１７１６１５１４１３

⑯
受
賞
者
メ
モ
リ
ア
ル

機
能
形
成
の
シ
ス
テ
ム
理
論
な
ど
、
計
測
工
学
に
業
績
の
あ

る
神
戸
大
学
工
学
部
教
授
の
北
村
新
三
。
農
学
分
野
か
ら
は

生
物
炭
素
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
化
と
、
土
壌
に
よ
る
炭
素
の

長
期
固
定
化
技
術
に
よ
っ
て
、
地
球
レ
ベ
ル
の
環
境
保
全
の

研
究
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
神
戸
大
学
農
学
部
教
授
大
塚
紘

雄
。
医
学
分
野
か
ら
は
生
活
習
慣
病
の
ひ
と
つ
、
糖
尿
病
の

薬
の
イ
ン
ス
リ
ン
に
関
す
る
研
究
を
続
け
て
い
る
神
戸
大
学

医
学
部
教
授
の
春
日
雅
人
の
三
人
。

世
界
的
に
評
価
の
高
い
春
日
雅
人
の
功
績
を
、
地
元
神
戸

で
も
表
彰
し
よ
う
と
の
意
見
と
、
評
価
の
眼
の
届
き
に
く
い

分
野
で
地
道
な
努
力
を
続
け
て
い
る
大
塚
紘
雄
の
業
績
こ
そ

評
価
す
べ
き
と
意
見
が
分
か
れ
た
が
、
最
終
的
に
は
春
日
雅

人
に
今
回
の
授
賞
が
決
定
し
た
。

■
選
考
経
過

選
考
は
、
応
用
科
学
分
野
か
ら
と
い
う
こ
と
で
進
め
ら
れ

た
。
今
回
候
補
に
あ
が
っ
た
の
は
、
工
学
分
野
か
ら
は
創
発
的

０９８７６５４３２
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③
選
考
委
員

野
上
文
夫

〈
平
安
女
学
院
大
学
教
授
〉

橋
本
明

〈
家
庭
養
護
促
進
協
会
邸
務
局
長
〉

中
元
孝
辿

〈
神
戸
新
聞
社
競
既
委
恩

6２

兵
庫
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

神
戸
い
の
ち
の
一
電
話

賀
川
記
念
館

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ム
ノ
連
絡
会

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
在
宅
ケ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
ほ
ほ
え
み

楢
崎
茂
登
子

楽
団
あ
ぶ
あ
ぷ
あ

神
戸
ラ
イ
フ
・
ケ
ア
ー
協
会

神
戸
新
聞
厚
生
事
業
団

鈴
木
都

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
や
す
ら
ぎ

７１６１５１４１３2３２２２１２０１９１８

障
害
者
の
生
活
自
立
を
サ
ポ
ー
ト

メ
イ
ン
ス
ト
Ⅶ
ソ
ー
ム
協
会

第
別
回

～
社
会
福
祉
部
門
～井
植
文
化
賞

障害者と高校生が交流して仲間を広げている「障害者甲子園」

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
協
会
は
、
障
害
者
の
、
地
域
で

の
自
立
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
障
害
者
に
よ
っ
て
一

九
八
九
年
に
設
立
。
こ
の
十
年
間
、
ど
ん
な
に
重
い
障

害
者
も
生
き
生
き
と
誇
り
を
も
っ
て
社
会
の
主
流
（
ス

ト
リ
ー
ム
）
を
堂
々
と
生
き
て
い
け
る
社
会
に
し
た
い

と
活
動
を
し
て
き
た
。
主
な
活
動
は
、
障
害
者
権
利
擁

護
活
動
、
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
（
介
助
）
、
ピ
ァ

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
（
仲
間
サ
ポ
ー
ト
）
、
自
立
生
活
体

験
ル
ー
ム
常
設
、
各
種
啓
発
活
動
（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
）

等
で
あ
る
。
特
に
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
は
、
現
在

百
人
の
障
害
者
の
生
活
自
立
（
入
浴
・
外
出
・
旅
行
な

ど
）
を
、
二
百
人
の
介
助
者
で
日
常
的
に
支
援
。
自
立

生
活
体
験
ル
ー
ム
は
、
重
度
障
害
者
が
短
期
入
居
（
一

週
間
）
と
長
期
入
居
（
三
か
月
）
で
生
活
自
立
し
、
県

下
や
全
国
で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
中
。

毎
年
八
月
開
催
の
「
障
害
者
甲
子
園
」
は
全
国
か
ら

障
害
者
を
迎
え
、
阪
神
間
の
高
校
生
が
合
宿
し
て
交
流

や
体
験
活
動
を
し
、
全
国
に
仲
間
や
リ
ー
ダ
ー
を
増
や

し
て
い
る
。
協
会
は
障
害
者
会
員
三
百
人
で
運
営
。

〈
野
上
文
夫
〉

福
来
四
郎

小
畑
延
子

神
戸
市
立
友
生
養
護
学
校

春
本
幸
子

富
永
繁
男

神
戸
大
学
看
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

米
田
寛
子

神
戸
東
部
地
域
入
浴
サ
ー
ビ
ス

実
施
委
員
会

涌
井
安
太
郎

山
本
博
繁

エ
リ
ア
会
Ｏ
Ｈ
Ｐ
こ
う
べ

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動

●
受
賞
者
メ
モ
リ
ア
ル

■
選
考
経
過

震
災
後
、
神
戸
に
は
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が

で
き
、
そ
れ
ら
の
今
後
の
活
動
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
。
ま

た
地
道
な
長
い
活
動
は
受
賞
に
際
し
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る

と
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

昨
年
も
候
補
に
あ
が
っ
た
学
が
丘
保
育
園
の
箕
浦
志
保
子

は
、
ア
ジ
ア
で
の
保
育
園
建
設
や
保
母
を
ま
ね
い
て
の
研
修

な
ど
の
活
動
が
評
価
さ
れ
た
．
新
た
に
候
補
に
挙
が
っ
た
の

は
、
お
も
ち
ゃ
を
通
し
た
子
ど
も
の
育
成
、
心
の
治
療
な
ど

を
二
十
年
前
か
ら
行
っ
て
い
る
、
兵
庫
県
お
も
ち
ゃ
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
の
代
表
・
小
岩
二
三
子
、
二
十
五
周
年
を
む
か
え
た

神
戸
聖
隷
福
祉
事
業
団
の
理
事
長
・
金
附
洋
一
郎
、
そ
し
て
、

一
九
六
四
年
に
、
全
国
で
二
番
め
に
で
き
た
手
話
通
訳
グ
ル

ー
プ
で
あ
る
「
葦
の
会
」
の
活
動
も
注
目
さ
れ
た
。

今
回
受
賞
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
協
会
（
代
表
・
廉
田
俊

二
）
は
、
今
年
十
周
年
を
迎
え
る
、
障
害
者
の
自
立
支
援
団

体
。
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
な
か
で
、
高
校
生
な
ど
若
者
を
巻

き
込
ん
だ
活
動
が
注
目
さ
れ
た
。

０９目 ８７６５４３２
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膨大な数の古文書を発掘、保存整理

孔

ブ
ナ
を
植
え
る
会

松
島
興
治
郎

山
村
留
学
制
度

山
村
硝
子
株
式
会
社

㈱
淡
路
青
年
会
議
所

保
健
医
療
福
祉
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム

開
発
検
討
委
員
会

情
報
セ
ン
タ
ー

洋
菓
子
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
展

戸
谷
松
司

中
西
通

宝
塚
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー

2３２２２１２０１９

③
受
賞
者
メ
モ
リ
ア
ル

城
崎
郡
日
高
町

明
石
市
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

一
宮
町
文
化
協
会

尼
崎
郷
土
史
研
究
会

尻
池
南
部
地
区
自
治
連
合
協
議
会

月
刊
神
戸
っ
子

明
延
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
会

Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

丸
山
地
区
住
民
自
治
協
議
会

ア
ン
ド
レ
・
鯛
フ
リ
ュ
ー
ネ

神
戸
新
聞
文
化
セ
ン
タ
ー

尼
崎
市
演
劇
連
絡
協
議
会

消
費
者
運
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
で
地
域
に
貢
献

横
谷
温
子

淡
路
古
文
書
を
整
理
・
保
存

武
田
清
市

ｊ
に
》
誰

一
一
一
Ｊ伝

第
刈
回

～
地
域
活
動
部
門
～井
植
文
化
賞

へ＜、、 、

、

、

２
■
選
考
経
過

兵
庫
県
内
各
地
、
主
に
地
方
で
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を

続
け
る
団
体
、
個
人
の
名
前
が
多
く
挙
が
っ
た
。

丹
波
の
「
福
祉
梅
林
」
を
設
立
し
た
、
元
氷
上
郡
連
合
婦

人
会
会
長
で
現
在
兵
庫
県
連
合
婦
人
会
副
会
長
の
横
谷
温
子

は
、
長
年
に
わ
た
る
多
く
の
活
動
が
評
価
さ
れ
た
。
そ
の
ほ

か
、
氷
上
Ｊ
Ｃ
、
ヒ
ガ
シ
マ
ル
醤
油
浅
井
博
会
長
、
岡
沢
薫

朗
東
播
磨
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
会
長
ら
の
名
前
や
、
一
度

は
姿
を
消
し
た
須
磨
一
弦
琴
を
復
活
さ
せ
、
地
域
に
根
づ
か

せ
た
須
磨
琴
保
存
会
（
会
長
・
小
池
弘
三
、
小
池
美
代
子
）

の
名
前
が
あ
げ
ら
れ
た
。
ま
た
淡
路
か
ら
淡
路
古
文
書
学
習

会
を
発
足
さ
せ
、
島
内
の
古
文
書
の
整
理
や
学
習
を
続
け
る

武
田
清
市
も
注
目
さ
れ
た
。

最
後
ま
で
推
薦
の
声
が
高
か
っ
た
の
は
横
谷
温
子
と
武
田

清
市
。
ど
ち
ら
も
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
が
光
り
、
双
方
を

推
す
声
は
強
く
選
考
は
難
航
し
た
も
の
の
、
今
回
は
二
人
の

受
賞
と
な
っ
た
。

｢福祉梅林のつどい」参加者全員が輪になって

高
校
の
歴
史
教
師
と
し
て
長
年
歴
史
教
育
に
従
事
、
文
化
財
・
社
会
教

育
行
政
を
経
て
高
校
長
で
退
職
。
併
行
し
て
早
く
か
ら
淡
路
地
方
史
研
究

会
を
創
設
す
る
な
ど
、
地
域
活
動
に
も
取
り
組
む
。
退
職
後
、
淡
路
古
文

書
学
習
会
を
発
足
さ
せ
、
洲
本
市
立
淡
路
文
化
史
料
館
を
本
処
に
、
島
内

に
散
在
す
る
古
文
書
整
理
や
学
習
を
続
け
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
ま
た
、

洲
本
市
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
会
長
を
つ
と
め
、
地
域
研
究
「
淡
路
学
の

今
三
を
結
成
、
研
究
成
果
を
あ
げ
た
。

一
方
、
「
近
世
淡
路
史
考
」
「
続
近
世
淡
路
史
考
」
「
淡
路
の
近
世
文
書
」

の
出
版
な
ど
淡
路
の
歴
史
を
研
究
、
体
系
化
し
た
学
術
的
功
績
も
大
き
い
。

特
に
、
従
来
淡
路
の
古
文
書
を
組
織
的
に
収
集
、
保
存
、
目
録
作
成
、

公
開
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
点
に
着
目
、
そ
の
必
要
性
を
痛
感
し
、
唯

一
人
、
十
六
年
間
に
わ
た
っ
て
の
古
文
書
の
発
掘
、
保
存
整
理
に
捧
げ
た

氏
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
は
高
く
評
価
さ
れ
る
。
氏
の
整
理
し
た
古
文
書
は
、

書
籍
類
、
書
冊
類
、
地
図
・
図
面
、
一
紙
文
書
も
あ
わ
せ
て
六
万
二
千
九

百
九
十
二
点
に
及
ぶ
膨
大
な
も
の
で
あ
る
。

〈
林
五
和
夫
〉

一
九
七
九
年
十
一
月
二
十
四
日
に
行
わ
れ
た
「
丹
波
婦
人
の
つ
ど
い
」

で
、
兵
庫
県
が
提
唱
し
た
．
千
万
本
植
樹
大
作
戦
」
に
こ
た
え
、
氷
上

連
合
婦
人
会
が
「
梅
の
木
を
植
え
よ
う
」
と
い
う
決
議
を
し
た
。

婦
人
会
員
の
庭
先
に
梅
を
植
え
、
熟
し
た
実
を
梅
干
し
に
し
て
、
健
康

食
品
と
し
て
売
り
出
そ
う
と
い
う
意
図
も
あ
っ
た
。

氷
上
連
合
婦
人
会
は
、
そ
れ
ま
で
、
県
下
で
も
有
数
の
す
ば
ら
し
い
消

費
者
運
動
を
展
開
し
て
お
り
、
地
元
農
協
の
抵
抗
を
排
し
、
す
ば
ら
し
い

パ
ワ
ー
を
み
せ
て
い
た
。
転
機
は
一
九
八
一
年
の
国
際
障
害
者
年
で
、
柏

原
町
の
知
的
障
害
者
の
ポ
プ
ラ
学
級
の
保
誰
者
か
ら
「
義
務
教
育
を
終
え

た
あ
と
の
子
供
た
ち
の
働
く
場
を
」
と
い
う
ね
が
い
を
う
け
、
彼
ら
の
授

産
の
場
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

全
国
の
婦
人
会
が
、
消
費
者
運
動
の
停
滞
か
ら
活
力
が
落
ち
つ
づ
け
る

な
か
で
、
新
し
い
婦
人
会
活
動
の
核
を
福
祉
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
う
し
た
運
動
を
一
貫
し
て
リ
ー
ド
し
て
こ
ら
れ
た
の
が
横
谷

温
子
さ
ん
で
、
彼
女
の
存
在
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
運
動
は
育
た
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。

〈
小
室
豊
允
〉

E詔

⑳
選
考
委
員

小
笠
原
暁
〈
学
術
博
士
〉

小
室
豊
允
〈
姫
路
濁
協
大
単
学
長
〉

林
五
和
夫
〈
ふ
る
さ
と
ひ
ょ
う
ご
創
生
塾
塾
長
〉８１７１６１５１４１３

０９８７６５4３２
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▲
選
考
経
過

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
復
興
に
果
た
し
た
メ
デ
ィ
ア

の
役
割
は
大
き
い
。
と
り
わ
け
被
災
者
と
被
災
地
の
復

興
を
目
指
す
地
元
紙
と
し
て
の
神
戸
新
聞
の
役
割
と
責

任
は
、
大
き
い
も
の
が
あ
っ
た
と
思
う
。

大
震
災
は
、
都
市
の
在
り
方
を
め
ぐ
る
多
角
的
な
問

震
災
復
興
へ
の
具
体
的
提
言
を
続
け
た

神
一
戸
新
聞
社
説
と
、

復
興
の
現
状
。
課
題
を
克
明
に
伝
え
た
連
載
企
画

「
大
震
災
問
わ
ず
に
い
ら
れ
な
い
』

候
補
に
。

第
別
回

～
報
道
出
版
部
門
～井
植
文
化
賞

社説のテーマを決める論説会議は､毎日行われる（神戸新聞論説委員室で）

題
を
露
呈
さ
せ
た
．
そ
の
回
答
は
ま
だ
出
て
い
な
い
が
、

国
の
仕
組
み
に
内
在
す
る
矛
盾
や
制
度
上
の
不
備
を
明

ら
か
に
し
、
被
災
者
と
被
災
地
へ
の
具
体
的
な
支
援
を

訴
え
続
け
た
の
が
、
神
戸
新
聞
の
社
説
だ
っ
た
。
大
震

災
以
降
、
五
年
半
で
社
説
は
六
百
本
を
超
え
る
。
そ
の

是
の
が
、
神
戸
新
聞
の
社
説
だ
っ
た
。
大
震

五
年
半
で
社
説
は
六
百
本
を
超
え
る
。
そ
の

間
提
言
の
な
か
か
ら
、
制
度
の
見
直
し
や

南
緊
急
の
支
援
策
が
行
わ
れ
、
震
災
体
験

僻
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
も
進
め
ら
れ

な
』
れ
窪
た
。

蛎
陸
『
大
震
災
問
わ
ず
に
い
ら
れ
な
い
」

沫
恥
は
、
こ
の
間
、
編
集
局
が
書
き
続
け
た

わ
合
酔
恥
唖
識
珪
麺
皿
竜
齢
細
唾
榊
鋤
唖
趣
渇
雅

僻
》
イ
ト
ル
の
通
り
、
次
々
と
明
る
み
に
出

》
蹴
鞠
輔
眺
瀧
鵬
郷
繍

〈
山
口
一
史
〉

力
柏
獅
謬
元
睦
地
幸

、
選
考
委
員

山
口
一
史

〈
ラ
ジ
オ
関
西
代
表
取
締
役
社
長
〉

原
口
洋
一

〈
Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放
送
局
局
長
〉

上
羽
慶
市

〈
神
戸
新
聞
社
論
説
委
員
長
〉

6４

「
収
録
港
湾
労
働
神
戸
港
」

「
ひ
ょ
う
ご
経
済
人
１
０
０
人
」

「
火
輪
の
海
」

「
メ
ダ
ル
は
笑
顔
に
輝
い
た
」

神
戸
新
聞
「
ゴ
ミ
問
題
取
材
班
」

「
兵
庫
史
を
歩
く
」

「
播
磨
学
講
座
全
四
巻
」

コ
ウ
ベ
・
ド
ラ
マ
８

神
戸
新
聞
コ
ラ
ム
「
正
平
調
」

「
い
の
ち
結
ん
で
」
三
条
杜
夫

「
イ
ヌ
ワ
シ
を
追
っ
て
」
山
本
靖
夫

Ａ
Ｍ
神
戸
「
風
を
抱
け
白
鷺
城
」

Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放
送
局
「
復
興
，
”
」

出
版
で
は
、
神
戸
山
手
大
学
の
教
授
陣
が
執
筆
し
た
環
境

文
化
の
入
門
書
『
環
境
文
化
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
」
（
世
界
思

想
社
刊
／
多
田
道
太
郎
編
）
や
神
戸
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
個

人
の
営
み
か
ら
時
代
を
問
う
「
私
た
ち
の
旅
人
、
家
族
、
時

代
ｌ
兵
庫
か
ら
た
ど
る
激
動
の
軌
跡
」
（
神
戸
新
聞
社
編
／
神

戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
）
な
ど
が
候
補
に
。
ま
た
、
神

戸
華
僑
の
歴
史
を
体
系
的
に
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
は
初
の

「
落
地
生
根
ｌ
神
戸
華
僑
と
神
阪
中
華
会
館
の
百
年
垂
（
中
華

会
館
編
／
研
文
出
版
）
が
十
数
年
に
わ
た
る
編
纂
の
努
力
を

高
く
評
価
さ
れ
た
。
し
か
し
、
最
終
的
に
は
地
元
メ
デ
ィ
ア

と
し
て
復
興
五
年
を
過
ぎ
た
今
も
被
災
地
の
課
題
を
社
説
や

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
し
て
内
外
に
提
言
し
続
け
た
神
戸
新
聞

社
説
、
さ
ら
に
こ
の
間
編
集
局
が
書
き
続
け
た
〃
被
災
地
の

現
在
〃
を
一
冊
に
ま
と
め
た
『
大
震
災
問
わ
ず
に
い
ら
れ
な

い
』
が
震
災
報
道
の
集
大
成
と
し
て
受
賞
と
な
っ
た
。

2３２２２１２０１９１８１７１６１５ ４１３１２

４３２

報
道
で
は
Ａ
Ｍ
神
戸

０９ ８７ ６５

⑨
受
賞
者
メ
モ
リ
ア
ル

ユ
メ
ン
ト
を
め
ぐ
る
」
、

「
あ
な
た
の
愛
の
手
を
」

神
戸
空
襲
を
記
録
す
る
会

兵
庫
県
学
校
厚
生
会
／
落
合
重
信

サ
ン
テ
レ
ビ
「
訪
ね
て
み
た
い
兵
庫

の
手
づ
く
り
」
春
木
一
夫

「
兵
庫
探
検
」
「
兵
庫
史
を
歩
く
」

「
兵
庫
星
魚
聖
嘉
撲
天
学
ラ
ジ
オ
講
座
」

「
神
戸
の
中
堅
１
５
０
社
」

神
戸
新
聞
淡
路
総
局
「
淡
路
祭
事
記
」

「
神
戸
か
ら
こ
ん
に
ち
は
」

「
天
津
か
ら
こ
ん
に
ち
は
」

神
栄
赴
郷

「
私
た
ち
の
昭
和
史
」

「
パ
ル
モ
ア
病
院
日
記
」

ス
タ
ジ
オ
Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｙ
ホ
ッ
ト
に
語
ろ
う
Ｉ

制
作
の
「
阪
神
淡
路
大
震
災
震
災
モ

」
、
『
遊
々
は
り
ま
名
城
め
ぐ
り
」
が
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|ｆ

（

高
井
恒
昌

EJ5

ひ
た
す
ら
留
学
生
支
援
に
尽
く
す

霊
回
井
植
文
化
賞

～
国
際
交
流
部
門
～

趣留学生蕊 穴檎
鵬

留学生たちとの交流会の様子

＝誰：

冨皐f－
理
一

一
罰
，
’
１
瓜鑑識
雷，
＝』ﾄ：

歯

０９８７

招
く
な
ど
の
活
動
を
行
う
財
団
法
人
Ｐ
Ｈ
Ｄ
協
会
が
、
ま
ず

３１２

⑦
受
賞
者
メ
モ
リ
ア
ル

康
づ
く
り
へ
の
協
力
を
柱
と
し
、
草
の
根
の
青
年
を
日
本
に

ど
こ
か
で
日
本
人
や
日
本
の
悪
口
が
言
わ
れ
る
と

き
、
い
や
、
そ
う
で
も
な
い
よ
と
言
っ
て
く
れ
る
人
が

一
人
で
も
多
く
な
れ
ば
よ
い
。
高
井
恒
昌
さ
ん
は
そ
ん

な
こ
と
を
言
い
な
が
ら
、
実
験
が
多
く
ア
ル
バ
イ
ト
の

時
間
も
少
な
い
自
然
科
学
系
の
大
学
院
留
学
生
三
十
名

に
毎
月
十
万
円
の
奨
学
金
を
支
給
す
る
奨
学
財
団
を
創

設
さ
れ
た
。
平
成
三
年
以
来
ち
ょ
う
ど
十
年
、
そ
の
間

二
百
八
十
八
名
の
留
学
生
が
そ
の
幸
運
に
恵
ま
れ
て
き

た
。
し
か
も
単
に
奨
学
金
を
支
給
す
る
だ
け
で
は
な
い
。

毎
年
数
百
万
円
の
予
算
で
、
芸
術
文
化
鑑
賞
、
企
業
見

学
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
富
士
登
山
な

ど
の
研
修
旅
行
、
役
員
と
の
交
流
会
、
機
関
誌
発
行

等
々
実
に
多
様
な
方
法
で
心
の
交
流
を
図
っ
て
お
ら
れ

る
。
故
井
植
歳
男
さ
ん
は
「
ゼ
ロ
か
ら
出
発
し
た
の
だ
か

ら
社
会
に
お
返
し
し
な
け
れ
ば
」
と
言
っ
て
井
植
記
念

会
を
つ
く
ら
れ
た
が
、
高
井
恒
昌
さ
ん
も
そ
れ
と
ま
っ

た
く
同
じ
お
気
持
ち
で
、
ひ
と
り
留
学
生
支
援
だ
け
で

な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
奉
仕
に
打
ち
込
ん
で
お
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
〈
新
野
幸
次
郎
〉

⑤
選
考
委
員

新
野
幸
次
郎

〈
神
戸
大
学
名
誉
教
授
〉

宇
都
宮
浩

〈
兵
庫
県
部
長
〉

住
野
和
子

〈
麺
匪
永
訓
“
評
や
胆
癖
鋤
叫
チ
ュ
ラ
ル
セ
ン
タ
ー
〉

海
星
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
グ
ル
ー
プ

桑
原
泰
業
〈
関
西
日
印
文
化
協
会
会
長
〉

ミ
ニ
Ｆ
Ｍ
局
Ｆ
Ｍ
わ
い
わ
い

関
西
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

古
津
峯
子
〈
神
戸
日
豪
協
会
副
会
長
〉

兵
庫
県
外
国
人
学
校
協
議
会

藤
岡
重
司

〈
兵
庫
県
海
外
同
友
会
専
務
理
悲
〉

加
藤
一
郎

〈
益
戸
日
独
堕
落
童
冨
・
控
戸
大
萎
驚
逗

神
戸
日
本
チ
リ
協
会

神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ク
ロ
ス
カ
ル
チ
ユ
ラ
ル
セ
ン
タ
ー
／

留
学
生
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｃ

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
協
会

神
戸
ブ
ー
タ
ン
友
好
協
会

６５４ ■
選
考
経
過

話
題
に
。
続
い
て
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
へ
の
青
少
年
同
士

の
国
際
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
よ
る
相
互
交
流
活
動
を
行
う
ユ
ー

ト
レ
ッ
ク
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
神
戸
連
絡
所
、
〃
国
際
都
市

神
戸
の
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
〃
を
目
的
と
し
海
外
か
ら
芸
術

家
を
招
待
し
て
地
域
住
民
と
共
に
ま
ち
づ
く
り
を
通
し
た
交

流
を
進
め
て
い
る
国
際
交
流
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｂ
・
プ
レ
イ
ス
が

候
補
に
あ
げ
ら
れ
た
。
ユ
ー
ト
レ
ッ
ク
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

神
戸
連
絡
所
に
つ
い
て
は
、
海
外
に
留
学
し
、
日
本
に
帰
国

し
た
後
も
次
の
留
学
生
の
た
め
に
研
修
を
行
う
な
ど
、
そ
の

実
績
を
活
か
し
た
活
動
に
評
価
の
声
が
高
か
っ
た
。
さ
ら
に

昨
年
、
一
昨
年
か
ら
候
補
に
の
ぼ
っ
て
い
た
財
団
法
人
千
趣

留
学
生
奨
学
財
団
が
今
年
も
引
き
続
き
推
薦
さ
れ
た
。

最
終
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
功
績
に
対
し
て
財
団
法
人
千

趣
留
学
生
奨
学
財
団
の
理
事
長
で
あ
る
高
井
恒
昌
（
株
式
会

社
千
趣
会
代
表
取
締
役
）
個
人
に
、
今
回
の
授
賞
が
決
定
し

た
。３２

ア
ジ
ア
、
太
平
洋
の
草
の
根
の
人
た
ち
に
よ
る
平
和
と
健
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誰
も
が
い
つ
で
も
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

め
る
住
民
参
加
型
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
の
県

下
全
域
で
の
設
置
を
、
兵
庫
県
で
は
全
国
に
先

駆
け
て
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
と
も
な
る
「
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
副
ひ
ょ
う
ご
」
事
業
に
つ
い
て
、
体

育
保
健
課
室
長
の
山
田
弘
さ
ん
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

、

ｌ
具
体
的
な
内
容
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

こ
の
事
業
は
、
県
下
全
域
の
小
学
校
区
を

基
本
単
位
と
し
て
、
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ

の
設
置
・
運
営
を
支
援
し
て
い
こ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

設
立
・
運
営
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
自

主
・
自
発
的
な
取
り
組
み
で
進
め
ら
れ
ま
す
。

運
営
委
員
会
を
設
置
し
、
少
子
化
に
伴
い
増

加
し
て
い
る
学
校
の
遊
休
施
設
な
ど
を
活
用

し
て
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
運
営
財
源
は
、
参
加
者
か
ら
の
会
費

等
を
中
心
と
し
ま
す
が
、
立
ち
上
げ
か
ら
軌

道
に
乗
る
ま
で
の
５
年
間
は
、
法
人
県
民
税

超
過
課
税
を
財
源
と
し
て
県
が
、
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
整
備
費
や
ク
ラ
ブ
運
営
費
を
一
定
額
補

助
し
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い

年
齢
層
の
地
域
住
民
の
方
々
が
安
全
に
ス
ポ

ー
ツ
を
楽
し
め
る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員

や
青
少
年
育
成
団
体
な
ど
と
連
携
・
協
力
し

な
が
ら
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
と
、
ど
ち
ら
か

と
言
え
ば
、
勝
敗
に
重
点
を
置
い
た
「
競
技

ス
ポ
ー
ツ
」
が
中
心
で
し
た
。
し
か
し
こ
の

事
業
で
は
、
地
域
住
民
誰
も
が
気
軽
に
参
加

スポーツを通した地域のコミュニティづくりを

｢スボーツクラブ21ひょうご｣の
推進について

お話を伺った方山田弘さん(兵庫県教育委員会事務局構爆健鋤域ｽボーﾂ活動擬興鍵率）

スポーツを通した地域のコミュニティづくりを

｢スボーツクラブ21ひょうご｣の
推進について

お話を伺った方山田弘さん(兵庫県教育委員会事務局構爆健鋤域ｽボーﾂ活動擬興鍵率）

ｌ
「
ス
ボ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
副
ひ
ょ
う
ご
」
事
業

が
策
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
社
会
的
背
景
や
経

緯
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

近
年
、
少
子
高
齢
化
や
情
報
化
な
ど
社
会

の
変
化
に
よ
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
、

地
域
・
家
庭
の
教
育
力
の
低
下
、
子
ど
も
た

ち
の
規
範
意
識
の
欠
如
な
ど
様
々
な
問
題
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
都
市
化
や
生
活
の
利
便
化
、
自

由
時
間
の
増
大
な
ど
に
よ
り
、
体
を
動
か
す

機
会
が
減
少
し
、
一
昨
年
行
わ
れ
た
県
民
意

識
調
査
で
も
、
約
銘
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
た
ち

が
「
運
動
不
足
」
と
感
じ
て
い
る
と
い
う
結

果
が
で
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に

対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

学
校
や
企
業
ス
ポ
ー
ツ
が
中
心
で
、
気
軽
に

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
の
で
き
る
環
境
が

身
近
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
、
地
域
住
民
が
連
帯
感
や
教
育
力
を

高
め
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
が
社
会
の

し
、
楽
し
め
る
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」
の
振
興

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ッ
に
も
是
非
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

基
本
的
な
ル
ー
ル
を
体
得
で
き
る
よ
う
、
さ

ら
に
、
県
民
の
皆
さ
ん
が
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
気
軽
に
身
近
で
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
行

え
る
「
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
」
の
設
置
を

〈
ｚ
午
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

ｌ
こ
れ
か
ら
の
事
業
展
開
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

今
年
度
は
、
各
市
町
に
１
小
学
校
区
の
モ

デ
ル
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
の
設
置
を
行
い
、
平

成
Ⅳ
年
ま
で
に
は
県
内
全
小
学
校
区
に
設
置

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
皿
ひ
ょ
う
ご
」
は
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
く
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
の
ふ
れ
あ
い
に
よ
り
、

子
ど
も
た
ち
は
、
社
会
の
基
本
的
な
ル
ー
ル

を
自
然
と
学
び
、
さ
ら
に
様
々
な
人
間
関
係

を
体
験
す
る
こ
と
で
〃
豊
か
な
こ
こ
ろ
〃
や

〃
生
き
る
力
〃
が
培
わ
れ
て
い
く
こ
と
で
し

ょ
う
。も
ち
ろ
ん
、
こ
の
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
が
、

地
域
の
方
々
の
身
近
で
気
軽
に
参
加
で
き
る

活
動
の
拠
点
と
し
て
多
い
に
活
用
さ
れ
、
日

頃
の
運
動
不
足
を
解
消
で
き
る
場
と
し
て
、

ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
ん
で
い
く

た
め
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
発
展
し
て
い

け
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
多
く
の

方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

ノ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



、

､､

０００

＠

巳

、
イラスト／佐藤晴美

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



一
さ
ん
が
五
代
目
を
引
き
継
が
れ
、
心
強
い

こ
と
で
す
。

し
か
し
永
田
さ
ん
が
生
粋
の
神
戸
っ
子
た
る

由
縁
は
、
た
だ
単
に
生
ま
れ
や
育
ち
が
神
戸
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

永
田
さ
ん
が
、
誰
よ
り
も
神
戸
の
街
を
愛
し
、

神
戸
の
文
化
を
愛
し
、
仕
事
の
上
で
も
生
き
方

の
上
で
も
神
戸
に
ど
っ
ぷ
り
つ
か
り
込
ん
で
、

神
戸
を
誇
り
に
し
て
お
ら
れ
た
こ
と
に
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

一

Ｌ

永
田
さ
ん
は
大
丸
前
商
店
街
に
そ
の
本
店
が

あ
っ
た
関
係
で
、
神
戸
の
大
丸
に
と
っ
て
は
長

年
の
お
得
意
先
で
あ
る
と
同
時
に
口
や
か
ま
し

い
親
身
の
ご
意
見
番
で
し
た
。
昭
和
六
十
一
年

に
私
が
大
丸
の
店
長
に
赴
任
し
た
と
き
、
い
き

な
り
「
昔
の
大
丸
に
比
べ
て
今
の
大
丸
は
趣
味

も
品
性
も
悪
く
な
っ
た
。
貧
す
り
や
鈍
す
る
じ

ゃ
い
か
ん
よ
」
と
直
言
さ
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な

永
田
さ
ん
で
し
た
が
、
昭
和
六
十
二
年
の
大
丸

の
第
一
次
全
館
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
つ
い
て
は
誰

よ
り
も
評
価
し
て
喜
ん
で
下
さ
い
ま
し
た
。
そ

の
時
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に

あ
っ
た
「
新
し
い
の
に
懐
か
し
い
」
と
い
う
文

句
を
見
て
、
「
俺
は
よ
く
子
供
時
代
に
大
丸
の

売
場
で
遊
ん
だ
よ
」
と
目
を
細
め
て
昔
を
懐
か

し
ん
で
お
ら
れ
た
の
を
、
今
で
も
感
激
を
も
っ

て
思
い
出
し
ま
す
。

そ
の
後
、
旧
居
留
地
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
も
、
当
時
近
隣
の
商
店
街
に
と
っ
て
タ
ブ
ー

で
あ
っ
た
百
貨
店
の
売
場
の
増
床
を
、
む
し
ろ

先
頭
に
立
っ
て
支
持
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
永

＝

永
田
良
介
商
店
四
代
目
・
会
長

、
水
田
良
一
郎
さ
ん
を
悼
む

長
淫
昭
《
（
株
）
高
知
県
商
品
計
画
機
構
社
長
元
大
丸
神
戸
店
店
長
〉

永
田
さ
ん
は
生
粋
の
神
戸
っ
子
で
し
た
。

私
も
神
戸
っ
子
を
自
称
し
て
い
ま
す
が
、
私
な

ど
は
た
だ
神
戸
の
周
辺
を
う
ろ
う
ろ
し
て
神
戸

が
好
き
で
憧
れ
て
い
た
だ
け
の
神
戸
っ
子
で

す
。
そ
こ
へ
く
る
と
永
田
さ
ん
は
正
真
正
銘
の

神
戸
生
ま
れ
の
神
戸
育
ち
。
住
ま
い
は
ず
っ
と

神
戸
で
、
神
戸
幼
稚
園
、
神
戸
小
学
校
、
中
学

は
神
戸
一
中
、
大
学
は
神
戸
大
学
、
仕
事
は
四

代
目
神
戸
家
具
と
、
ま
さ
に
由
緒
正
し
き
神
戸

っ
子
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
今
は
ご
子
息
の
耕

去
る
六
月
十
二
日
、
永
田
良
介
商
店
会
長
の
永
田
良
一
郎
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
（
享
年
七
十
六
歳
）
。

神
戸
家
具
の
老
舗
の
四
代
目
と
し
て
、
誰
よ
り
も
神
戸
の
街
を
愛
し
自
身
も
お
酒
落
で
ハ
イ
カ
ラ
な

神
戸
っ
子
で
あ
っ
た
永
田
さ
ん
．
元
大
丸
神
戸
店
店
長
で
、
神
戸
一
中
時
代
の
後
輩
と
し
て
公
私
と

も
に
親
し
く
さ
れ
て
い
た
長
浮
昭
さ
ん
に
追
悼
の
一
文
を
お
願
い
し
た
。

ヲ

1991年ライオンズクラブ国際大会（ブリスベン）にて
ガバナーに任命される（奥さまと）

田
さ
ん
で
し
た
。
我
々
は
む
し
ろ
恐
る
恐
る
売

場
の
増
床
を
お
願
い
に
行
く
と
逆
に
「
遠
慮
せ

ん
と
ど
ん
ど
ん
や
れ
」
と
奨
励
さ
れ
、
そ
の
上

あ
ち
こ
ち
で
「
こ
れ
こ
そ
神
戸
や
」
と
大
丸
に

代
わ
っ
て
宣
伝
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
永
田

さ
ん
は
旧
居
留
地
の
街
の
再
開
発
が
、
神
戸
の

お
酒
落
・
ハ
イ
カ
ラ
の
原
点
の
再
生
を
も
た
ら

し
、
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
新
し
い
発
展
の
原

動
力
に
繋
が
る
こ
と
を
最
初
か
ら
見
通
し
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
私
達
は
こ
う
い
う
先
見
性
の
あ

る
有
力
な
理
解
者
が
お
ら
れ
た
こ
と
で
ど
れ
だ

け
勇
気
づ
け
ら
れ
た
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

永
田
さ
ん
は
ご
自
身
も
お
酒
落
で
ハ
イ
カ
ラ

な
神
戸
っ
子
の
生
き
方
を
貫
か
れ
ま
し
た
。
一

緒
に
海
外
旅
行
に
行
っ
た
と
き
な
ど
、
昼
は
ジ

ー
パ
ン
に
セ
ー
タ
ー
を
腰
に
巻
い
た
若
い
お
酒

落
を
楽
し
ま
れ
る
か
と
思
う
と
、
夜
の
食
事
に

は
ダ
ー
ク
ス
ー
ッ
に
身
を
固
め
、
古
く
か
ら
の

西
欧
の
マ
ナ
ー
を
優
雅
に
振
る
舞
わ
れ
る
、
そ

の
身
だ
し
な
み
の
良
さ
は
、
さ
す
が
神
戸
な
ら

で
は
と
い
つ
も
感
心
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
で
神
戸
一
中
か
ら
大
学
時
代
ま

で
ラ
グ
ビ
ー
部
に
所
属
、
フ
ォ
ワ
ー
ド
で
勇
敢

に
突
っ
込
む
姿
に
「
悪
太
」
（
源
氏
の
勇
敢
な

御
曹
子
悪
源
太
を
省
略
し
た
）
と
い
う
あ
だ
名

を
つ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

永
田
さ
ん
は
ま
さ
に
古
き
良
き
神
戸
の
化
身
の

よ
う
な
人
で
し
た
。
今
は
も
う
帰
ら
ぬ
人
と
な
ら

れ
て
改
め
て
そ
の
存
在
感
の
大
き
さ
を
感
じ
ま

す
。
永
田
さ
ん
の
死
は
私
の
心
の
中
の
神
戸
の
一

角
が
大
き
く
崩
れ
落
ち
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
ど
う

し
よ
う
も
な
い
寂
し
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

Ｗ

己
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て
き
て
、
ど
こ
の
畑
も
満
員
だ
っ
た
。
見
渡

す
か
ぎ
り
の
広
々
と
し
た
葺
畑
に
は
、
カ
ン

カ
ン
帽
に
浴
衣
が
け
の
男
性
客
や
パ
ラ
ソ
ル

姿
に
和
服
の
裾
を
は
し
ょ
っ
た
女
性
客
が
毎

摘
み
に
打
ち
興
じ
て
い
た
。

こ
の
小
説
は
、
そ
う
し
た
風
景
を
バ
ッ
ク

に
し
て
、
当
時
神
戸
か
ら
同
地
に
転
居
し
て

来
た
一
少
年
（
小
学
校
三
年
’
六
年
生
）
の

印
象
記
と
ラ
ブ
・
ロ
マ
ン
ス
を
中
心
に
書
き

上
げ
た
も
の
だ
が
、
少
年
の
自
然
や
モ
ダ
ン

な
品
々
に
対
す
る
初
々
し
い
驚
き
の
感
情
が

実
に
素
直
に
描
か
れ
て
い
て
、
思
わ
ず
往
時

の
阪
神
間
の
ハ
イ
カ
ラ
・
モ
ダ
ン
を
か
い
間

見
る
思
い
が
す
る
。

当
時
は
ま
だ
田
舎
の
状
態
で
は
あ
っ
た

が
、
一
方
で
は
大
阪
商
人
が
進
出
し
て
各
所

に
赤
や
青
瓦
の
い
わ
ゆ
る
文
化
住
宅
を
建

て
、
さ
ら
に
競
馬
場
（
ド
ッ
グ
・
レ
ー
ス
や

飛
行
機
の
宙
返
り
な
ど
も
行
わ
れ
た
）
や
ゴ

ル
フ
場
、
野
球
場
な
ど
の
諸
施
設
が
す
で
に

業
者
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
た
。
鳴
尾
村
は
、

い
わ
ば
日
本
の
文
化
ゾ
ー
ン
の
一
典
型
と
も

い
え
る
存
在
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
少
年
が
自
分
の
家
の
隣
り
に
建
築
さ

た
こ
と
な
ど
の
様
々
な
思
い
出
話
の
後
、
こ

れ
ほ
ど
楽
し
か
っ
た
毎
狩
り
時
代
を
書
き
残

し
た
作
品
が
一
作
も
作
ら
れ
て
い
な
い
の

で
、
あ
え
て
私
は
こ
こ
に
小
説
に
ま
と
め
た

次
第
で
す
ｌ
と
結
ん
だ
。
四
つ
の
円
席
は
、

新
聞
記
者
と
文
学
者
席
、
陶
芸
家
と
美
術
関

係
者
席
、
ひ
ょ
う
ご
愛
陶
会
席
、
親
類
席
と

分
け
ら
れ
て
お
り
、
和
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲

気
に
終
始
し
た
。

な
お
、
出
席
者
の
顔
ぶ
れ
は
、
松
井
高
男

（
元
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
社
長
、

以
下
敬
称
略
）
を
は
じ
め
豊
喜
武
治
（
同
論

説
委
員
・
元
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ

生
活
文
化
セ
ン
タ
ー
館
長
）
、
赤
井
成
夫

（
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
）
、
南
和
恵
（
神

戸
市
立
陶
芸
館
館
長
）
、
中
西
咲
子
（
二
紀

会
常
任
理
事
・
中
西
勝
夫
人
）
、
西
井
逸
男

（
元
兵
庫
県
陶
芸
館
専
務
）
、
北
村
圭
泉
（
丹

波
立
杭
焼
陶
工
）
、
西
村
隆
（
ひ
ょ
う
ご
愛

陶
会
会
長
）
、
小
倉
尋
冨
（
小
倉
千
尋
長
男
）

な
ど
だ
っ
た
が
、
東
京
か
ら
二
通
の
祝
電

（
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
で
『
ア
ン
ド
レ
・
マ
ル

た
か
し

ロ
オ
の
日
本
』
の
著
者
林
俊
と
小
松
清
の
令

息
小
松
越
雄
）
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

青
木
重
雄
著

毎
狩
り
と
い
っ
て
も
、
今
日
と
は
大
違
い
、

大
正
時
代
末
期
の
鳩
尾
村
（
現
在
は
西
宮
市

鳴
尾
町
）
の
全
村
あ
げ
て
の
毎
狩
り
は
ま
っ

た
く
素
晴
ら
し
く
、
〃
初
夏
の
風
物
詩
〃
と

し
て
定
着
し
、
阪
神
両
都
か
ら
四
、
五
月
ご

ろ
に
は
多
く
の
人
々
が
葺
狩
り
に
押
し
か
け

出
版
記
念
会
開
か
る

″
掲
尾
の
毎
狩
り
〃
を
書
い
充
小
説

狩
り
の

一

弓義
一
町

誠

云冒夕〆

＝且

手
菰

僅ﾘ「

§

！

毒勘
合

れ
た
富
裕
な
大
阪
商
人
の
家
を
訪
れ
て
初
め

て
見
る
コ
ダ
ッ
ク
の
写
真
機
は
じ
め
ア
コ
ー

デ
ィ
オ
ン
、
サ
モ
ワ
ー
ル
、
オ
ル
ガ
ン
、
流

行
歌
や
オ
ペ
ラ
・
ソ
ン
グ
の
各
種
レ
コ
ー

ド
、
そ
の
上
ビ
リ
ヤ
ー
ド
の
設
備
な
ど
へ
の

驚
き
ぶ
り
が
見
事
に
描
か
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
別
の
日
に
訪
れ
た
少
年
が
、
同
家
で
思
い

が
け
な
く
海
水
着
一
枚
の
年
上
美
人
と
二
人

き
り
に
な
る
〃
大
イ
ベ
ン
ト
〃
ま
で
出
現
す

る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
大
正
時
代
を
描
い
た
『
毎
狩
り

の
手
越
唄
』
（
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
百
四
十

四
枚
）
の
出
版
記
念
会
は
、
去
る
六
月
四
日

ト
ア
ロ
ー
ド
の
東
天
閣
で
午
後
十
二
時
半
か

ら
三
時
ま
で
開
か
れ
た
が
、
出
席
者
は
三
十

三
名
。
ま
ず
司
会
役
の
小
林
幸
和
さ
ん
（
元

神
戸
新
聞
文
化
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）
が
、

「
実
は
著
者
の
鴫
尾
小
学
校
時
代
の
一
年
下

に
は
森
繁
久
胴
さ
ん
が
お
り
、
そ
の
は
る
か

後
年
の
昭
和
十
二
年
に
は
私
の
妻
が
卒
業
し

て
お
り
ま
し
て
…
」
と
ユ
ー
モ
ア
混
じ
り
の

あ
い
さ
つ
を
し
た
後
、
続
い
て
青
木
さ
ん
が
、

当
時
小
学
校
に
は
ま
だ
は
だ
し
の
子
ら
が
い

た
こ
と
や
毎
日
魚
採
り
や
葺
狩
り
に
熱
中
し

同本の申し込み先は－

青木重雄宅神戸市須磨区戎町1-4-21
鱈§078735-2009
撲料去謁2000円
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ウドノ葉生子
－予告殺人は､その夜…－

神戸篤載

后
』
例
の
結
婚
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
は
予
告
殺
人
な
ど
な
か

４
っ
た
よ
う
に
大
盛
会
と
な
っ
て
い
て
、
時
は
は
や
ｎ

時
近
く
を
指
し
て
い
た
。

当
主
の
俊
充
も
顔
を
赤
く
上
気
さ
せ
な
が
ら
降
っ
て
わ

い
た
こ
の
事
件
に
、
や
は
り
イ
タ
ズ
ラ
な
ん
だ
と
い
う
思

い
が
表
情
に
見
え
隠
れ
し
、
先
ほ
ど
の
神
経
質
な
表
情
が

一
変
し
て
い
る
。

ま
だ
ま
だ
続
く
だ
ろ
う
ご
馳
走
の
山
と
名
酒
の
酔
い
で

声
高
に
お
し
ゃ
べ
り
す
る
こ
の
一
族
と
相
対
し
て
、
不
況

の
嵐
に
翻
弄
さ
れ
て
い
る
一
般
の
人
々
を
思
う
と
な
ん
と

○|、ＩＥＤＡＹＬｌＬＹ６

瞥
沢
な
光
景
か
。

ウ
ー
ロ
ン
茶
を
手
に
し
て
来
客
一
人
一
人
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
廻
っ
て
い
る
と
、
背
後
に
人
の
気
配
が
。

か
た
わ
ら
に
黒
の
エ
ン
ポ
リ
オ
・
ア
ル
マ
ー
ニ
の
ス
ー
ツ

で
ま
と
め
あ
げ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
風
の
や
せ
形
の
男
性
が
笑

顔
の
中
に
皮
肉
さ
を
漂
わ
せ
な
が
ら
立
っ
て
い
た
。
ほ
っ
そ

り
し
た
容
貌
に
分
厚
い
赤
い
唇
が
際
だ
っ
て
見
え
違
和
感
が

あ
る
。
波
留
菜
と
同
じ
よ
う
に
足
が
長
く
神
経
質
に
足
を
交

互
さ
せ
て
い
る
。

「
僕
を
お
捜
し
か
と
思
っ
て
」

「
福
充
さ
ん
で
す
ね
」

「
（
領
き
な
が
ら
）
ジ
ュ
リ
ア
ン
さ
ん
、
ズ
バ
リ
お
聞
き
し

ま
す
が
、
こ
の
家
で
何
が
起
っ
て
い
る
ん
で
す
か
？
僕
に

は
何
か
匂
う
ん
で
す
。
（
ち
ょ
っ
と
考
え
込
ん
で
か
ら
ま
っ

す
ぐ
僕
の
目
を
見
る
）
そ
し
て
、
あ
な
た
は
税
理
士
で
は
な

い
」

言
い
切
る
彼
の
直
感
。

「
そ
う
見
え
ま
す
か
」

「
ズ
バ
リ
で
し
よ
」

「
福
充
さ
ん
、
あ
な
た
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
感
性
を
お
ほ

め
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
僕
は
一
流
で
は
な
い
が
、
そ
れ

相
応
の
税
理
士
で
す
」

「
い
や
、
見
え
な
い
。
匂
わ
な
い
。
い
い
ん
で
す
よ
、
否
定

さ
れ
て
も
。
こ
こ
で
正
体
を
バ
ラ
ス
わ
け
に
は
い
か
な
い
で

し
ょ
う
か
ら
。
と
も
か
く
、
あ
な
た
は
何
か
あ
っ
て
父
に
呼

ば
れ
た
。
こ
れ
は
真
実
だ
」

福
充
の
洞
察
力
に
は
恐
れ
入
る
。

「
僕
の
こ
と
を
知
り
た
い
ん
で
し
よ
。
じ
ゃ
あ
、
お
教
え
し

ま
し
ょ
う
。
自
己
申
告
っ
て
こ
と
か
な
。
え
－
と
、
性
格
は

暗
く
な
い
…
で
す
。
好
奇
心
旺
盛
だ
が
、
な
ん
で
も
物
事
を

7０
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高
い
天
井
を
貫
く
か
の
よ
う
な
誰
か
の
悲
痛
な
叫
び
声
が

合
図
と
な
っ
て
横
田
家
悲
劇
の
幕
は
切
っ
て
お
と
さ
れ
た
。

僕
の
目
は
噛
嵯
に
ロ
ー
レ
ッ
ク
ス
の
ｎ
時
訓
分
を
記
憶
し

た
。

斜
に
見
る
癖
が
あ
る
。
義
兄
と
違
っ
て
大
勢
の
友
達
は
ほ
し

く
は
な
い
、
少
数
派
。
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
も
同
じ
く
で
今
、

恋
人
と
呼
べ
る
人
は
い
る
。
子
供
は
欲
し
い
が
結
婚
は
し
た

く
な
い
。
金
も
肩
書
も
要
ら
な
い
。
た
だ
、
モ
ノ
を
つ
く
る

欲
だ
け
人
百
倍
あ
る
ね
。
だ
か
ら
ヨ
ー
フ
ク
を
つ
く
る
。
子

供
３
人
の
共
通
点
は
、
な
に
か
な
あ
…
両
親
と
別
居
し
て
る

こ
と
ぐ
ら
い
か
な
あ
。
妹
の
波
留
菜
は
男
な
し
で
は
生
き
ら

れ
な
い
。
僕
は
女
な
し
で
も
生
き
ら
れ
る
。
義
兄
は
…
金
な

し
で
は
生
き
ら
れ
な
い
。
こ
れ
で
、
終
わ
り
」

「
そ
う
な
ん
で
す
か
。
み
な
さ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
お
あ

り
で
」
「
あ
り
す
ぎ
さ
。
父
は
あ
あ
見
え
て
も
な
か
な
か
の
強
欲
者

で
ね
。
実
に
し
た
た
か
、
僕
に
は
真
似
で
き
な
い
。
ま
あ
、

謎
と
影
が
多
く
て
実
の
父
親
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
け
ど
ね
。

義
兄
は
父
譲
り
で
彼
の
方
が
実
子
み
た
い
で
、
お
か
し
い
よ

ね
。
父
は
義
兄
を
重
用
し
て
い
る
が
信
じ
て
は
い
な
い
だ
ろ

う
。
自
分
似
な
ん
だ
か
ら
。
秘
密
タ
イ
プ
な
ん
だ
。
僕
は
彼

ら
が
背
中
合
わ
せ
の
お
似
合
い
だ
と
思
っ
て
る
。
カ
ー
ド
の

；.君

俊
里亘堅麺唾

表
と
裏
。
横
田
家
の
切
り
札
の
一
枚
っ
て
こ
と
か
な
」

「
福
充
さ
ん
の
読
み
は
面
白
い
。
人
の
心
が
読
め
る
ん
だ
」

「
そ
う
。
僕
の
長
所
で
欠
点
。
読
み
過
ぎ
る
」

「
こ
わ
い
な
あ
」

「
こ
わ
く
な
い
く
せ
に
。
ジ
ュ
リ
ア
ン
さ
ん
も
な
か
な
か
の

切
れ
者
。
お
困
り
の
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
が
、
何
か
ヘ
ル

プ
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
言
っ
て
く
だ
さ
い
よ
」

「
ア
ハ
ハ
ハ
…
あ
な
た
は
面
白
い
」

「
面
白
い
の
は
こ
の
家
、
お
化
け
屋
敷
」

「
え
つ
？
」

「
ひ
と
の
面
を
か
ぶ
っ
た
幽
霊
が
動
き
回
っ
て
い
ま
す
よ
」

「
ど
う
い
う
こ
と
で
す
」

「
そ
う
い
う
こ
と
」

「
こ
り
や
あ
、
難
解
だ
」

「
ジ
ュ
リ
ア
ン
さ
ん
が
考
え
て
く
だ
さ
い
」

誰
が
幽
霊
？
彼
の
裏
が
読
め
な
い
。
考
え
込
む
僕
を
見

て
彼
は
ニ
ヤ
リ
と
笑
み
を
歪
め
て
去
っ
て
い
っ
た
。

ｌ
横
田
俊
充
は
死
ん
だ
Ｉ

夫
人
は
夫
の
死
に
衝
撃
を
受
け
た
の
か
気
を
失
っ
て
倒
れ

て
い
る
。
福
光
が
慌
て
て
駆
け
寄
り
抱
き
か
か
え
て
寝
室
へ

運
ぼ
う
と
し
て
い
た
。

波
留
菜
は
、
日
頃
の
冷
静
も
忘
れ
て
興
奮
状
態
で
泣
き
じ

ゃ
く
っ
て
い
る
。

義
充
が
「
警
察
に
通
報
し
ま
す
か
」
と
僕
に
聞
い
て
く
る
。

正
体
を
見
抜
い
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。
さ
す
が
、
横
田
俊
充
の

後
継
者
。

「
皆
さ
ん
、
騒
が
な
い
で
、
今
、
警
察
に
電
話
し
て
ま
す
か

ら
。
現
場
検
証
が
あ
る
ん
で
テ
ー
ブ
ル
の
飲
食
物
は
一
切
触

ら
な
い
で
下
さ
い
。
今
、
立
っ
て
お
ら
れ
る
、
あ
る
い
は
座

っ
て
お
ら
れ
る
場
所
か
ら
一
歩
も
動
か
な
い
よ
う
に
し
て
下

さ
い
。
そ
し
て
、
絶
対
帰
ら
な
い
よ
う
に
。
帰
ら
れ
る
と
あ

ら
ぬ
疑
い
が
か
か
り
ま
す
よ
」
と
脅
し
も
い
れ
る
。

ま
す
ま
す
、
増
幅
す
る
よ
ど
め
き
の
横
田
一
族
。
驚
き
、

怒
り
そ
し
て
不
安
が
交
錯
す
る
。

携
帯
電
話
か
ら
警
視
庁
捜
査
四
課
小
林
課
長
の
直
通
に
入

「
ギ
ャ
ア
ー
」

そ
れ
か
ら
、
略
分
ほ
ど
経
っ
た
頃
。

7１

「
医
者
だ
。
医
者
！
医
者
！
」
と
叫
ん
で
い
る
の
は
義
充

で
あ
ろ
う
。

ホ
ー
ル
の
中
央
に
倒
れ
て
い
る
俊
充
に
急
い
で
駆
け
寄
っ

て
、
そ
の
胸
に
手
を
当
て
る
。
心
臓
は
完
全
に
停
止
し
て
い

た
。
細
身
の
老
い
た
俊
充
の
身
体
が
急
に
半
分
に
な
っ
た
よ

う
な
気
が
し
た
。
目
は
天
井
の
一
点
を
ま
っ
す
ぐ
見
つ
め
、

右
の
唇
か
ら
糸
を
引
く
か
の
よ
う
に
真
っ
赤
な
鮮
血
が
あ
ふ

れ
だ
し
、
そ
れ
は
蛇
の
よ
う
に
大
理
石
の
床
を
這
っ
て
い
く
。

間
違
い
な
く
毒
物
。

予
告
ど
お
り
に
。
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ド
ャ
ド
ャ
と
足
音
荒
く
警
察
刑
事
課
ご
一
行
さ
ま
の
到
着

で
あ
る
。
一
応
、
毒
物
殺
人
の
こ
と
を
伝
え
て
あ
る
の
で
鑑

識
に
よ
る
綿
密
な
作
業
が
開
始
さ
れ
た
。

「
誰
、
こ
こ
か
ら
通
報
し
た
の
は
」

「
私
で
す
」

「
誰
？
あ
ん
た
は
」

「
ジ
ュ
リ
ア
ン
伊
藤
と
言
い
ま
す
。
職
業
は
こ
ち
ら
の
ご
夫

妻
か
ら
依
頼
を
受
け
て
い
た
探
偵
で
す
」

「
フ
ー
ン
、
探
偵
か
」

こ
の
横
柄
な
刑
事
に
逆
襲
と
い
く
か
。

「
と
こ
ろ
で
そ
ち
ら
の
お
名
前
は
」

「
田
代
だ
よ
」

「
ど
ち
ら
の
」

「
う
る
せ
－
な
。
素
人
が
サ
。
い
ち
い
ち
首
を
突
っ
込
ま
な

い
で
よ
。
後
で
事
情
聴
取
す
る
か
ら
、
そ
れ
ま
で
隅
で
お
と

な
し
く
し
て
な
さ
い
」

れ
る
。
「
コ
バ
さ
ん
、
や
ら
れ
た
よ
！
」

「
通
報
は
？
」

「
い
ま
、
済
ん
だ
」

「
そ
う
か
。
君
に
援
軍
が
必
要
だ
ろ
う
。
と
も
か
く
、
そ
っ

ち
へ
行
く
よ
」

「
待
っ
て
る
」

邸
外
の
ジ
ョ
ー
ジ
か
ら
携
帯
に
報
告
が
入
る
。

「
旦
那
、
大
変
な
こ
と
に
な
っ
た
ね
え
。
こ
っ
ち
の
方
は
猫

の
子
一
匹
通
ら
ず
だ
か
ら
、
１
０
０
％
内
部
だ
ね
。
お
ま
わ

り
が
来
る
だ
ろ
う
か
ら
、
ひ
と
ま
ず
退
散
っ
て
こ
と
で
」
ジ

ョ
ー
ジ
に
ご
苦
労
と
言
い
つ
つ
、
自
分
の
手
薄
が
悔
し
い
。

本
庁
で
名
高
き
捜
査
の
鬼
の
登
場
で
あ
る
。
聞
い
た
田
代

刑
事
は
完
全
に
固
ま
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

「
よ
っ
、
待
た
せ
た
な
。
ジ
ュ
リ
ア
ン
」

「
い
や
、
田
代
さ
ん
と
軽
く
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
い
た
の
で
」

田
代
刑
事
の
態
度
が
急
に
青
菜
に
塩
に
な
っ
て
「
こ
の
探
偵

を
ご
存
知
な
の
で
す
か
」
と
震
え
声
。

「
私
の
先
生
さ
。
以
前
、
難
事
件
と
言
わ
れ
た
琵
琶
湖
殺
人

事
件
を
見
事
に
解
決
し
て
く
れ
た
わ
が
署
恩
人
の
優
秀
な
探

偵
弁
護
士
さ
」

「
げ
っ
、
こ
の
人
が
そ
ん
な
に
偉
い
の
で
？
」

「
そ
う
さ
。
探
偵
ジ
ュ
リ
ア
ン
っ
て
有
名
な
名
前
だ
ぜ
」

「
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

「
覚
え
て
お
き
な
さ
い
。
田
代
君
」

「
ハ
イ
ツ
」

直
立
不
動
で
田
代
刑
事
、
僕
に
向
き
直
っ
て
最
敬
礼
し
て

「
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

「
コ
バ
さ
ん
、
困
る
よ
。
そ
ん
な
に
吹
い
ち
ゃ
あ
」

「
い
い
じ
ゃ
な
い
の
。
本
当
だ
か
ら
」

所
轄
警
察
署
の
刑
事
だ
ろ
う
が
、
態
度
が
頂
け
な
い
。
思

う
に
探
偵
と
聞
い
て
胡
散
臭
い
野
郎
と
思
っ
た
に
違
い
な

い
。
丁
度
、
こ
の
く
だ
ら
な
い
や
り
と
り
を
し
て
い
る
時
に

違
っ
た
雰
囲
気
の
一
行
が
入
っ
て
き
た
。
田
代
刑
事
も
驚
い

た
よ
う
に
振
り
向
い
て
「
あ
ん
た
達
、
誰
な
の
？
」
と
聞
い

て
い
る
。

「
本
庁
の
四
課
、
課
長
の
小
林
だ
。
君
は
」
と
ム
ヅ
と
し
た

感
じ
で
答
え
て
い
る
の
は
コ
バ
さ
ん
だ
。

「
ハ
ツ
。
ハ
ツ
！
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。
東
原
宿
署
の
田

代
で
す
」

7２

ｆ

追
い
や
ら
れ
た
田
代
刑
事
で
あ
る
が
、
さ
す
が
立
ち
直
り

が
早
い
。
隅
の
方
で
署
の
仲
間
と
参
考
人
リ
ス
ト
に
早
速
取

り
か
か
っ
て
い
る
。

（
つ
づ
く
）

ウドノ葉生子

作家、ＴＶイベントプロデ

ューサーなど多様に活躍

中。月刊神戸っ子に「松廼
家ものがたり」連載。若者

向け著書「音声多重面白構

造」（三水社）で人気を集
める。最近作「ああ、万事

塞翁がお・ん・な」（文園

社）では神戸花隈の花柳界

の歴史を綴る。ラジオ日本

｢ウドノョーコのざつくバ

ラエティ」のパーソナリテ

ィを阪神・淡路大震災まで

務める。
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7３

神戸市兵庫区中道通4-1=１５

TEL:078－575-1024(病室TEL:078-577-7034）

市バス上沢４１亭南スグ
●駐車場完備●

1国

SＡＭＯＴＯＣＬｌＮＩＣ

ﾗワbe■ に新しい臆が

誕生！

｢神戸おとぎの国｣と｢わんぱく広場｣がオープン
都市と農村のふれあいの場として､平成5年､北区大沢町に開園したフルーツ･フラワーパーク｡７月20日､新しくアミューズメ

ントパーク(遊園地)とアスレチック体験ができる広場ができ､さらに楽しみが増えました。

遊園地の愛称は､600通を超える応募の中から｢神戸おとぎの国｣と決まりました。「神戸おとぎの国｣には､フルーツ･フラワ

ーパークにふさわしく､さまざまなフルーツの形をした観覧車やジェットコースター､メリーゴーランド､サイクルライダーなど､ゆ

かいな遊具があふれています｡料金は､200～400円となっています。

一方､｢わんぱく広場｣では､健康遊具や40ｍのすべり台､丸太渡りなどアスレチック体験が無料でできます｡さらに､果樹や花

など自然とふれあえる遊歩道もあります。

なお､今月末まで､サマーフェスティバルとして夏のガーデニンググッズ掘り出し市やプールオープンなど恩さまざまなイベント

が催されます｡詳しくは､同園に問い合わせてください。

●開園午前9時～午後5時

（ﾚｽﾄﾗﾝ･会溌室は午後9時､バーデハウスは午後10時）

年中無休

●入園料500円(小｡中学生250円）

⑯駐車料500円※午後5時以降は､入園･駐車料無料

〆冒

胡

問い合わせ：神戸市立フルーツ･フラワーパーク盃078-954-1000

●）

あかちやん：白川小春ちゃん

（平成12年１月１８日生まれ）

ママ:陵子さん

｢アットホームな雰囲気の佐本産婦人科で初産を

経験しました。５時間程度で生まれた我が子は、

いつでもどこでも泣いたり飲んだり眠ったり、

好き放題でスクスク成長中です」

△ ママといっしょに

〃

☆佐本産科。婦人科☆
佐本学

胡

、

一

.豊信鴬瞥､＝-..

鐙
麺
錨

神戸電鉄『岡場駅｣から市バス69系統｢フルーツ

パ･ク｣下車すぐ､六甲北有料道路大沢ｲﾝﾀ･‐

から車で1分｡土･日畷､祝日はJR｢三ﾉ宮駅』r新
三田駅｣からバス運行あり
淡格安クーポンあり｡詳しくは問い合わせを
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十
一
月
二
十
三
日

た
え
て
久
し
い
手
紙
を
拝
見
、
や
っ
ぱ
り
悪
か
っ
た
の
か
…
。
心
細
い
だ
ろ

う
が
も
う
二
、
三
日
の
辛
抱
だ
。

与
太
郎
の
こ
と
よ
り
、
お
前
の
か
ら
だ
が
大
切
だ
。
ど
う
か
気
持
ち
を
し
っ

か
り
し
て
待
っ
て
い
て
お
く
れ
…
。
（
省
略
）

お
葉
ど
の

与
太
郎
と
お
前
と
が
ぼ
ん
や
り
し
た
月
を
見
た
晩
、
私
は
ど
う
し
て
い
た
の

か
考
へ
出
せ
な
い
。
多
分
、
月
も
何
も
見
な
い
で
田
舎
の
人
と
話
を
し
て
い
た

か
、
つ
か
れ
て
寝
て
い
た
か
だ
と
思
う
。
お
前
の
心
が
落
ち
着
か
な
い
と
誉
は
、

与
太
郎
も
落
ち
着
か
な
い
と
い
ふ
の
は
本
当
だ
ろ
う
ね
。
ど
う
か
、
し
づ
か
な
、

お
葉
が
身
ご
も
り
臨
月
を
迎
え
、
出
産
間
近
の
こ
ろ
で
も
、
夢
二
の
み
ち
の

く
の
旅
は
つ
づ
い
た
。
夢
二
の
旅
は
、
絵
の
素
材
を
求
め
旅
先
で
の
制
作
で
あ

っ
た
。
生
活
費
を
稼
ぐ
た
め
で
、
旅
先
が
ア
ト
リ
エ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
止
宿

先
で
必
ず
売
絵
を
二
、
三
枚
描
く
。
土
地
の
フ
ァ
ン
や
有
力
者
た
ち
に
、
そ
の

絵
は
す
ぐ
に
売
り
切
れ
て
し
ま
う
。
夢
二
は
そ
の
後
、
秋
田
、
酒
田
へ
と
足
を

の
ば
し
た
。
そ
の
間
に
も
、
た
び
た
び
東
京
へ
と
舞
い
戻
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

み
ち
の
く
の
旅
は
そ
の
後
も
郡
山
、
福
島
へ
と
つ
づ
く
の
だ
っ
た
。

「
結
婚
な
ん
て
め
ん
ど
う
な
こ
と
は
大
嫌
い
だ
。
旅
が
好
き
で
気
楽
に
遠
出
」
。

い
つ
も
の
放
浪
癖
が
そ
う
さ
せ
た
。
自
ら
「
家
を
捨
て
、
子
を
捨
て
た
男
」
と

称
し
た
ほ
ど
で
あ
る
。

妊
婦
の
お
葉
を
気
づ
か
っ
て
、
み
ち
の
く
の
旅
先
か
ら
つ
ぎ
つ
ぎ
に
出
さ
れ

た
夢
二
の
手
紙
に
は
、
随
所
に
子
の
与
太
郎
の
名
が
登
場
す
る
。

十
月
二
十
三
日

に
こ
や
か
な
、
や
さ
し
い
お
っ
母
さ
ん
で
い
る
よ
う
に
。
与
太
郎
は
安
心
し
て

遊
ん
で
い
る
の
だ
か
ら
ね
。

竹
久
夢
二

「
四
つ
の
恋
の
も
の
が
た
り
」

〈
そ
の
十
五
〉
お
葉
よ
！
泣
く
な
「
与
太
郎
の
死
」

中
右
瑛

十
月
二
十
六
日

と
こ

お
前
は
も
う
、
一
一
階
で
あ
の
床
の
中
で
す
や
す
や
と
与
太
郎
と
一
一
人
ね
て
い

る
だ
ろ
う
ね
。
ち
ょ
っ
と
逢
い
に
行
き
た
い
、
こ
ん
な
夜
は
…
。

お
葉
へ
草
（
夢
二
の
こ
と
）

が
し
か
し
、
こ
れ
に
つ
づ
く
十
一
月
二
十
四
日
の
手
紙
に
は
与
太
郎
の
悲
し

い
事
実
が
書
か
れ
て
い
た
。

追
伸
か
ら
だ
は
ど
ん
な
風
だ
。
死
ぬ
も
の
は
仕
方
が
な
い
。
お
前
の
か
ら
だ
は
こ

竹
久
夢
二
筆
『
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
の
女
」

夢
二
自
句
「
飢
え
た
れ
ば
ま
こ
と
の
こ
と
も
偽
も
髪
長
き
子
の
い
へ
ぱ
哀
し
も
」
と
添
え
ら
れ
て
い
る

7４
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咽
‘
中
右
瑛
（
な
か
う
・
え
い
）

抽
象
画
家
。
浮
世
絵
エ
ッ
セ
イ
ス
ト

－
９
３
４
年
生
ま
れ
、
神
戸
市
在
住

［
受
賞
歴
］
行
動
美
術
展
に
お
い
て
奨
励
賞
、
新
人
賞
、
会
友
賞
、
行
動
美
術
賞
受
賞
。
浮

世
絵
蒐
集
研
究
の
功
績
に
よ
り
浮
世
絵
内
山
賞
受
賞
。
半
ど
ん
現
代
美
術
賞
、
兵
庫
県
文

化
賞
、
神
戸
市
文
化
賞
な
ど
受
賞
。

現
在
行
動
美
術
協
会
会
員
国
際
浮
世
絵
学
会
常
任
理
事
。
著
書
に
、
抽
象
画
集
「
シ

ェ
リ
ト
・
リ
ン
ド
／
ミ
ラ
ク
ル
ブ
ル
ー
の
世
界
」
「
浮
世
絵
ミ
ス
テ
リ
ー
巷
談
」
「
写
楽
は

杷
才
だ
っ
た
！
」
「
忠
臣
蔵
浮
世
絵
」
「
豆
本
・
夢
二
黒
猫
椅
課
」
が
あ
る

れ
か
ら
私
の
た
め
に
大
事
に
し
て
お
く
れ
。
そ
れ
ば
か
り
を
念
じ
て
い
る
。

お
葉
よ
泣
く
な
！

パ
パ
（
夢
二
）
が
帰
っ
た
ら
、
パ
パ
が
涙
で
流
れ
る
ほ
ど
泣
く
が
好
い
。
パ
パ

の
膝
で
泣
い
て
お
く
れ
。

そ
し
て
笑
っ
て
お
く
れ
。

お
前
の
パ
パ
は
今
が
大
事
な
大
事
な
せ
と
ぎ
わ
だ
。

ど
ん
な
仕
事
で
も
自
分
の
気
の
す
む
よ
う
に
、
あ
と
あ
と
、
世
に
残
し
て
恥

ず
か
し
く
な
い
も
の
を
残
し
て
お
き
た
い
。

芸
術
家
の
妻
は
悲
し
い
も
の
だ
。

昔
も
い
ま
も
か
わ
り
は
な
い
。

待
っ
て
い
ろ
、
よ
い
子
だ
。

お
葉
ど
の

エー

セノオ楽譜

｢歌劇オベロン人魚の歌」夢二装画

十
一
月
二
十
三
日
付
の
文
面
か
ら
推
測
す
る
と
、
そ
の
直
前
に
与
太
郎
は
死

ん
だ
よ
う
だ
。
死
産
だ
っ
た
。

日
記
に
も
手
紙
に
も
、
与
太
郎
の
真
相
を
語
ら
な
か
っ
た
夢
二
だ
っ
た
が
、

実
は
私
小
説
の
中
で
与
太
郎
に
触
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

小
説
『
出
帆
」
に
登
場
す
る
主
人
公
・
三
太
郎
（
夢
一
一
が
モ
デ
ル
）
が
白
モ

ス
の
産
衣
を
縫
う
妊
婦
お
花
（
お
葉
が
モ
デ
ル
）
に
語
り
か
け
る
。

「
男
の
子
な
ら
与
太
郎
、
女
の
子
な
ら
川
へ
捨
て
て
し
ま
う
」

と
い
う
く
だ
り
。
夢
二
は
生
ま
れ
て
く
る
子
の
名
を
与
太
郎
と
決
め
て
い
た
。

手
紙
の
な
か
の
「
与
太
郎
」
は
夢
二
が
お
な
か
の
子
に
語
り
か
け
て
い
た
こ
と

に
な
る
。

「
お
花
が
一
番
気
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
お
花
が
三
太
郎
の
法
律
上
の
妻
で
な

い
こ
と
だ
っ
た
。
生
ま
れ
て
く
る
子
は
私
生
児
と
い
う
不
愉
快
な
ら
く
印
。
そ

ん
な
事
情
に
係
わ
ら
ず
子
供
は
生
ま
れ
て
来
た
。
し
か
し
、
幸
い
生
ま
れ
た
時
、

既
に
死
ん
で
い
た
。
黒
い
髪
は
ふ
さ
ふ
さ
と
色
白
の
美
し
い
子
だ
っ
た
が
、
胎

毒
の
た
め
に
耳
や
目
が
傷
ん
で
い
た
。
三
太
郎
は
自
分
の
ど
の
赤
ん
坊
よ
り
も
、

こ
の
子
に
は
深
い
愛
着
を
覚
え
た
。
そ
れ
ほ
ど
惨
し
く
生
ま
れ
た
た
め
か
も
知

れ
な
い
」

身
か
ら
出
た
錆
と
は
い
う
も
の
の
、
夢
二
の
苦
悩
と
不
思
議
な
心
情
が
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
の
中
で
生
々
し
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。

「
母
親
に
な
り
そ
こ
ね
た
お
花
は
、
し
か
し
元
気
に
美
し
く
な
っ
た
」

と
小
説
は
つ
づ
く
。

7５
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〃

こんなに大きいオルカといっしょに泳ぐトレーナーはみんなのあこがれ④

DＰ

Ｚ ＯＯＭ工ＮＺＯＯ
イルカもオルカ(シャチ)も哨乳動物、

サメは魚なんだ
亀井一成の
ズームインズ

夢

１

，Ｐ
’ ■

皿
１

旦

司
ｊ
虫 Ｉ

ＪＩ

uＬ

プ
ッ
シ
ュ
ー
、
同
じ
ポ
イ
ン
ト
で
呼
吸
す

る
赤
ち
ゃ
ん
イ
ル
カ
。

「
こ
の
子
は
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
や
」

生
後
調
日
め
、
折
し
も
須
磨
水
族
園
「
ア

マ
ゾ
ン
館
」
落
成
式
の
朝
、
赤
ち
ゃ
ん
イ
ル

カ
の
泳
ぎ
つ
ぶ
り
に
思
わ
ず
声
が
出
て
し
ま

っ
た
の
で
す
。

カ
メ
ラ
を
意
識
す
る
母
親
が
、
巨
体
で
子

を
隠
す
愛
情
ぶ
り
は
、
ま
さ
に
耐
乳
動
物
で

あ
る
イ
ル
カ
も
ア
シ
カ
も
同
じ
な
の
で
す
。

「
育
て
、
イ
ル
カ
の
赤
ち
ゃ
ん
ｌ

日
本
で
生
ま
れ
た
イ
ル
カ
の
子
は
、
皿
日

以
上
の
生
存
率
が
”
パ
ー
セ
ン
ト
と
低
い
。

須
磨
水
族
園
で
も
、
こ
れ
ま
で
２
頭
が
生
ま

れ
た
が
早
い
時
期
に
死
ん
だ
。
型
時
間
体
制

で
観
察
を
続
け
、
母
子
と
も
経
過
が
順
調
な

た
め
公
開
す
る
。

イ
ル
カ
ラ
イ
ブ
用
の
プ
ー
ル
で
泳
い
で
い

る
母
子
は
ぴ
っ
た
り
寄
り
添
っ
て
仲
む
つ
ま

じ
い
。
授
乳
や
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
の
様
子
が
見

ら
れ
る
１
日
４
回
、
え
さ
を
与
え
る
時
間
が

あ
り
、
こ
の
時
に
職
員
が
簡
単
に
説
明
す
る
。

プ
ー
ル
で
は
、
ほ
か
に
メ
ス
の
イ
ル
カ
２
頭

も
い
る
。
」
（
神
戸
新
聞
）
ｌ
な
ど
、
毎
日
・

朝
日
・
各
紙
を
見
て
、
３
度
、
須
磨
水
族
園

に
出
か
け
た
の
で
す
。

イ
ル
カ
は
哨
乳
動
物
、

魚
じ
ゃ
な
い
ん
だ
！

イ
ル
カ
の
体
型
が
、
魚
類
の
サ
メ
の
仲
間

と
そ
っ
く
り
な
の
で
、

毎

Ｆ

Ｐ略

ｌリ

Ｏ巨大なオルカは歯クジラの仲間

・
寝
一
一
一
・
一
一
謬
一
・
執
‐
《
一
・
》
》
一

軒
蕊
Ｌ
心
『

「
お
じ
ち
ゃ
ん
、
イ
ル
カ
と
サ
メ
の
ち
が
い

を
教
え
て
く
だ
さ
い
」

「
イ
ル
カ
に
は
毛
が
は
え
て
い
る
の
？
」

子
ど
も
か
ら
の
質
問
が
よ
く
あ
り
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
つ
ど
、
巨
大
な
ク
ジ
ラ

や
オ
ル
カ
、
そ
し
て
イ
ル
カ
の
取
材
に
、
各

地
へ
出
か
け
ま
し
た
。

「
ほ
ん
と
だ
！
イ
ル
カ
の
目
は
カ
メ
レ
オ
ン

だ
！
左
右
別
方
向
に
見
て
い
る
！
」

声
帯
の
な
い
イ
ル
カ
は
、
透
明
度
の
悪
い

水
中
で
も
、
お
で
こ
の
中
に
あ
る
メ
ロ
ン
と

い
う
脂
肪
の
か
た
ま
り
部
分
か
ら
〃
超
音
波
〃

を
だ
し
て
い
ま
す
。
そ
の
は
ね
返
っ
て
く
る

音
を
下
あ
ご
か
ら
内
耳
に
伝
え
、
そ
こ
で
何

が
あ
る
の
か
を
見
分
け
る
の
で
す
。
そ
こ
で

ト
レ
ー
ナ
ー
は
、
超
音
波
を
出
す
笛
を
吹
い

て
い
ま
す
。
こ
ん
ど
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
を
見
る

I謬議鯛哩
軍
胃
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Ｆ
Ｌ

鍵

鴎

年

－＝電Ｌ岸二戸」

イ
ル
カ
も
巨
大
な
オ
ル
カ
も

歯
ク
ジ
ラ
の
仲
間

プ
シ
ュ
ー
、
頭
の
て
つ
ぺ
ん
に
は
呼
吸
を

す
る
噴
気
孔
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
ヒ
ト
で

い
う
鼻
で
、
孔
は
ひ
と
つ
．
よ
く
見
る
と
水

中
で
は
閉
じ
、
呼
吸
す
る
と
き
に
開
け
て
い

ま
す
。ま

さ
に
カ
バ
の
鼻
と
同
じ
な
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
体
長
が
４
メ
ー
ト
ル
以
下
の

も
の
を
イ
ル
カ
、
そ
れ
以
上
大
き
な
も
の
を

ク
ジ
ラ
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
口
の
中
に
歯
が
ま
っ
た
く
な
く
、

と
き
に
よ
く
見
て
く
だ
さ
い
。

警雲雲鍵
も昌一.‘

４

現

。
。
，
で

サ
メ
は
他
の
魚
と
同
じ
で
、
水
中
か
ら
酸

素
を
得
る
た
め
〃
エ
ラ
〃
を
使
い
ま
す
。
つ

ま
り
水
を
口
の
中
に
入
れ
て
、
そ
の
水
を
エ

ラ
を
通
し
て
外
に
出
し
な
が
ら
、
海
水
か
ら

酸
素
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
そ
の
〃
エ
ラ
〃
は
ふ
つ
う
５
つ

や砂－．－胃塞廷
鍔蕊曇

へL

〃
鯨
ヒ
ゲ
〃
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
生
え
て
い

て
、
小
さ
な
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
魚
を
海
水
か

ら
こ
し
取
っ
て
食
べ
る
、
そ
れ
を
ヒ
ゲ
ク
ジ

ラ
と
呼
び
ま
す
。
釦
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
シ
ロ

ナ
ガ
ス
ク
ジ
ラ
が
そ
れ
で
す
。

イ
ル
カ
や
オ
ル
カ
は
口
の
中
に
鋭
い
歯
が

生
え
て
お
り
、
そ
れ
を
ハ
ク
ジ
ラ
類
と
い
う

の
で
す
。

サ
メ
は
軟
骨
魚
類
、

つ
ま
り
サ
カ
ナ
な
の
で
す

藩
蜜

０６月12日、イルカの赤ちゃんが生まれました。生後28日め、お母さんイルカといっしょに

イ
ル
カ
や
オ
ル
カ
は
哨
乳
動
物
、

ぶ
厚
い
皮
で
包
ま
れ
て
い
ま
す

「
カ
メ
ィ
さ
ん
、
シ
ョ
ー
を
休
ん
で
い
る
と
、

オ
ル
カ
（
シ
ャ
チ
）
の
皮
膚
に
ア
カ
が
た
ま

る
の
で
す
よ
」

つ
ま
り
、
元
気
よ
く
泳
い
で
い
る
と
き
に

は
ア
カ
は
た
ま
り
ま
せ
ん
。
光
た
く
が
あ
っ

て
、
健
康
診
断
に
役
立
ち
ま
す
。

信
じ
ら
れ
な
い
ボ
ク
に
、
そ
れ
見
て
ご
ら

ん
、
手
で
ギ
ュ
ー
ッ
と
皮
膚
の
ア
カ
を
こ
す

り
と
っ
て
も
ら
っ
て
び
っ
く
り
。
な
ん
と
白

い
腹
か
ら
は
白
い
ア
カ
が
、
そ
し
て
黒
い
背

の
ア
カ
は
黒
い
ア
カ
が
、
手
の
ひ
ら
に
く
っ

き
り
と
色
が
つ
い
た
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

と
こ
ろ
で
、
須
磨
水
族
園
の
イ
ル
カ
母
子

と
、
他
の
メ
ス
計
４
頭
の
泳
ぎ
ぶ
り
を
見
て
、

ボ
ク
は
「
や
っ
ぱ
り
そ
う
や
！
」
と
嬉
し
く

確
認
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
、
あ
り
が
と
う
。

赤
ち
ゃ
ん
イ
ル
カ
の
無
事
の
成
長
を
心
か

ら
祈
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

あ
る
の
で
、
い
ち
ど
数
え
て
み
よ
う
。

浮
き
袋
の
な
い
サ
メ
は
、
泳
ぎ
を
や
め
る

と
沈
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

「
み
な
さ
ん
、
よ
く
見
る
ん
で
す
」

サ
メ
に
は
他
の
魚
の
よ
う
に
浮
き
袋
を
も

た
な
い
の
で
、
水
中
に
じ
っ
と
し
て
い
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
常
に
上
向
き
に
泳
ぎ
続

け
て
い
る
の
で
す
。
も
し
そ
の
泳
ぎ
を
や
め

る
と
底
に
沈
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

「
あ
っ
、
ほ
ん
と
や
！
カ
メ
イ
さ
ん
、
底
に

沈
ん
で
じ
っ
と
し
て
い
る
サ
メ
が
何
匹
も
い

る
よ
」少
し
の
説
明
に
、
す
ぐ
発
見
す
る
学
童
た

ち
で
し
た
。

サ
メ
の
皮
膚
は
ザ
ラ
ザ
ラ
で
す
。

マ
グ
ロ
や
タ
イ
、
ア
ジ
、
イ
ワ
シ
な
ど
魚

の
う
ろ
こ
は
硬
く
て
も
平
ら
で
す
。

サ
メ
の
皮
膚
は
ザ
ラ
ザ
ラ
の
ト
ゲ
で
お
お

わ
れ
て
い
る
の
で
、
下
手
す
る
と
ケ
ガ
を
し

て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
ト
ゲ
の
う
ろ
こ
の
こ

じ
ゅ
う
２

と
を
睦
鵬
僻
と
い
い
ま
す
。

7７

ｏエラ呼吸のサメは軟骨魚

亀井一成先堂が撮影した

イルカの規子の写真を

５名様臆さしあげ讃す

(亀井さんの直筆サイン入り！）

ご希望の方は、ハガキかFAXに住所・氏名

このページの感想、または亀井先生へのメッ

セージ竜書いて下記までお送り下さい。

〒6500011神戸市中央区下山手退3.1-18

ツインズトァビル４階

月干Il神戸つ子｢ZOQl係FAXO78S312795

(８月31日消印有効）
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